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和訳「ラ'ﾉタヴイスタラ（改訂版)」 （第19-20章）

外薗幸一

まえがき

本稿は前号（鹿児島国際大学「国際文化学部論集』第20巻4号）に掲載した和訳「ラリタヴイス

タラ（改訂版)」 （第16~18章)」に引き続くものである。 「第19巻1号」 （本シリーズ冒頭の号）所

載の和訳「ラリタヴイスタラ（改訂版） （第1～3章)」の「まえがき」に記載したように，筆者は，

すでにラリタヴイスタラ全27章の初訳を一応完了しているのであるが， もう少し読み易い和訳にす

ることを目標に「改訂版」を作成することにした。そして， これまでに第1章から第18章までを発

表したので，今回はそれに続く形で，第19章と第20章を掲載する。なお，第15~21章は，拙著「ラ

リタヴイスタラの研究中巻』の「第三部」に掲載したので， これらの章は「中巻」を底本とする

ことになる。

略号

方広＝「方廣大荘厳経』 （大正新脩大蔵経187). ChineseTranslationoftheLalitavistara.

普曜＝「普曜経』 （大正新脩大蔵経186). AChineseTranslationofthe(old)Lalitavistara.

｢佛教大辞典』＝ 「望月佛教大辞典（増訂版)j (昭和32年増訂版，世界聖典刊行協会）

｢梵和大辞典」＝荻原雲来編「漢訳対照梵和大辞典」 （昭和53年，講談社）

『佛教語大辞典』 ＝中村元「佛教語大辞典」 （昭和56年，東京書籍）

『上巻j =外薗幸一「ラリタヴイスタラの研究上巻』 （平成6年，大東出版社）

｢中巻j =外薗幸一「ラリタヴイスタラの研究中巻』 (2019年，大東出版社）

BHSG=B"dti"純Iも’6γ辺M"s虎γ〃G"加加αγα"dD左"0"aryVol. I :Grammar,byF.Edgerton,

NewHaven, 1953.

BHSD=Ditto,Vol.n:Dictionary.

括弧符号の使い分け

和訳の文章中において用いる括弧は，原則として，次のように区別する。

1． 「 」は，会話文を示すために用いる。

2． （ ）は，直前の言葉を，別の言葉で言い換えるために用いる。

3． ［ ］は，訳文を補充して，意味をはっきりさせるために用いる。

4． 〈 〉は，特殊な複合語や，重要な熟語を示すために用いる。

5． 《 》は，東大主要写本に原文が欠落しているが，挿入すべきである部分の訳文に用いる。

6． 〔 〕は，東大主要写本に原文が挿入されているが，削除すべきである部分の訳文に用いる。

7． 【 】は，諸写本に混乱があり，削除すべきか挿入すべきか確定しがたい部分の訳文に用いる。

＊なお， 第15章から第21章までの訳文の左端に付してある数字(40~446)は， 「中巻」第二部（本

文校訂）における梵語原文のページ数を示すものである。

キーワード：ラリタヴイスタラ，仏伝文学，大乗仏教，混清梵語，仏教思想
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『ラリタヴィスタラ』 （大遊戯経）

第19章（菩提道場往詣品)↑

かくの如く，実に，比丘らよ’菩薩はナイランジャナー河に於て沐浴し， また，食事をして，身
りきせい

体の力勢を興起せしめて， ［マーラ（悪魔） より2］勝利を得るために，十六相［の功徳3］を具えた
じしよ れもと

地虚にある，偉大なる菩提樹王の根元なるところ，そこに、彼（菩薩）は4，大人物の歩調なるとこ

ろの，次の如き歩調を以て進み行けり。 ［すなわち］動揺することなき歩調， インドラの杖5（虹）
<つきよく ひっぱく

の如き歩調，山王メールの如き安定した歩調，陰湿ならざる歩調，屈曲なき歩調，逼迫せざる歩調

急疾ならざる歩調,錦せざる歩調動乱なき歩調,藍涙‘なき歩調, ［四肢が]散動する7ことな
きゅうしつ さんどう

こにやく かんまん けいそう

き歩調，怯弱ならざる歩調，過度に緩慢ならざる歩調，軽躁8ならざる歩調,9優美なる歩調，無垢
しんに ぐち とんよく がちょうおう

なる歩調，清浄なる歩調，腹悪なき歩調愚爆なき歩調，貧欲なき歩調，獅子の歩調鷲鳥王の歩
ナーラーヤナ せんぶ<りんそう

調竜王の歩調，那羅延10の歩調，地面に触れざる歩調，千輻輪相''を地面に刻印する歩調，指間網・
でこぼこ

赤銅爪の歩調，大地を響かせる歩調， 山が震動する歩調，凸凹を平坦となす足裏の歩調， ［指の］

網の間から光線を発して衆生に触れるや善遥'2に赴く歩調,無垢なる蓮華を足下に置く歩調職,過去
の浄善行の歩み［と同様］の歩調過去の仏陀の師子《座》に近づく歩調金剛の如く志願堅固に

して破砕せられざる歩調，一切の悪趣・悪道を閉じる歩調，一切の安楽を生起せしめる歩調解脱
げどういがく しよう

道を顕示する歩調マーラ（悪魔）の力を無力となす歩調，邪悪な集団に属する外道異学の衆を正

窪によって蕊筏する歩調,擬暗の蒻膜と煩悩とを滅除する歩調,輪廻の徒党'4を朋党なきものとな
ちあん えいまく

す歩調，帝釈・梵天・大自在天・護世王（四大天王）を凌駕する歩調，三千大千世界における第一

の勇者の歩調， 自存者にして［他者に］凌駕せられざる歩調，一切を知る正智'5に到達する歩調，
あんのんむじん

正念と英知'6の歩調，善趣に赴く歩調，老・死を滅除する歩調，安穏無塵にしてマーラ（悪魔）の

254

256

！方広には「詣菩提場品」と訳されている。

2チベット訳[bdudlasrnamparrgyalbarbyabahiphyir]によっても，方広の訳（降伏彼魔怨故）によっても， 「マー
ラ（悪廠） より」に相当する原文があるべきも， どの写本にも見当たらない。

3方広には「十六功徳」と訳されているが，原文には「功徳」に当たる語はない。

4チベット訳には「彼は」 (asau)に当たる訳語はない。

5 「インドラの虹」 (indra-ya5ti)は「虹」の意である(cfBHSD,indra-yaS!i)。方広には「如虹蜆而行」と訳されている。 「虹
（こう)」と「蜆（げい)」はいずれも「にじ」である，

6 「蹉鉄」とは「よろめき，つまずくこと」である。

7 salnghaUitaの意味は明確ではないが， チベット訳[hdmdpa]を参考に「締まりなくばらけて互いに擦れ合う」の意味
とみて． 「散動する」と訳す。

8 「軽躁」とは「落ち着きがなく，そわそわすること」である。

9チベット訳には「優美なる歩調」の前に「狼狽することなき歩調」 (rtabrtabpomedpahistabs)が挿入されている。
'0「ナーラーヤナ」 (narayana)は「ヴイシュヌ神の権化たる大力士」の呼称である。

'！ 「千輻輪」は「仏の三十二相の一つ」であり， 「仏の足の裏にある千の輻（や）をもつ車輪のような模様」 （｢広辞苑」第六
版参照）である。

'2「善趣」とは． 「善道」とも呼ばれ，六道翰廻界のうちで「天界・人間の二趣あるいは阿修羅・人間・天界の三趣」をい
う。

'3方広には「所賎之地皆生蓮華」と訳されている。

'4「輪廻の徒党」 (samsara-pak5a) とは「衆生を輪廻の迷界に繋縛する勢力としての渇愛や欲望」を意味すると思われる。
方広には「絶生死翅羽而行（生死の翅羽を絶ちて行く)」と訳されている。

'5「中巻」にはjnanaを「智」と訳したが「正智」に訂IEする。

'6「中巻jにはmatiを「覚知」と訳したが「英知」に訂正する。方広の訳文「念慧相應而行（念慧相感して行く)」によれば，
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ねはん

怖畏なき浬藥の都城に赴く歩調，かくの如き歩調を以て菩薩は菩提道場に進み行けり。

かくして，実に比丘らよ’ ナイランジャナー河より菩提道場までの， その間を，風の雲'7の天子
そそ

たちは掃き清めたり'8.雨の雲【の天子'9】たちは香水を瀧ぎかけたり。また,花を撒布したり。また，
こうべ

この三千大千世界に存在するところの樹木，それらの全てが，菩提道場のある方角に向かって頭を

垂れたり。また，その日に生まれたる子どもたち，彼らもまた，菩提道場に頭を向けて寝たり。ま
もろもろ

た， この三千大千世界に於ける， スメール（須弥山）を初めとする諸の山，それらも全て菩提道場

の方向に向かって敬礼をなせり。 【また】ナイランジヤナ一河を起点として菩提道場に至るまでの，
いち

その間を，欲界の天子たちが， ［道幅の］広さが一クローシャに及ぶほどまで， 【蓮華を以て鋤】道
らんか人 けさ

路を厳浄ならしめたり。また，その道路の左右の側辺には21,七種の宝石型より成る欄干が化作され

たり。 ［その欄干は］七ターラ認ほどの高さがあり，上は宝石の網に覆われ，天界の傘蓋・旗幟、

瞳幡によってみごとに飾られたり。また，矢の射程間隔ごとに24,七種の宝石より成るターラ樹（多
そぴ

羅樹）が化作され， ［それらは］かの欄干よりも高く窪えたり。また，全てのターラ樹より次のター

ラ樹まで宝石の網が態けられたり鱈｡また,二つのﾀｰﾗ樹の中間には蓮池が造られたり。 [その蓮
池は］香水に満たされ，金の砂が敷かれ， ウトパラ（青蓮） ・パドマ（蓮華） ・クムダ（黄蓮） ・プ

る り じゆほう まにほう

ンダリーカ26 （白蓮）に覆われ,宝石の欄干に囲まれ，階段は琉璃･珠宝（摩尼宝）によって飾られ，

アーデイ ．バラーカー.ハンサ(鴬鳥) .チャクラヴァーカ (鴛霧) .ﾏﾕｰﾗ”(孔雀)の朧に
み そそ

充ちたり。また， その道路を八万名のアプサラス（天女）たちが香水を濯いで清めたり。八万名の
はなふぶき

アプサラスたちが天界の芳香を有する花吹雪を散らしたり。また，全てのターラ【樹】の前面に宝

石の天柱銘が配置されたり。また，全ての宝石の天柱上に，八万名のアプサラスたちがチヤンダナ
こうろ

(栴檀） ・アガル（沈水)鋼の香末の［じようご状の］袋を持ち， カーラーヌサーリン鋤香料の香炉を
ぎが<

持って立てり。また，全ての宝石の天柱上に，五千31名のアプサラスたちが天界の伎楽を演奏しな

がら立てり。
コーティーニユタ はな

かくして，実に比丘らよ’菩薩は諸々の地虚を震動せしめ，百千拘砥尼由多の光線を放ちたま

258

matiは「慧」と訳されている。

'7vata.balahakaはチベット訳にも「風の雲」 (rlungisprin)と訳されている。方広には「風天雨天」の訳語が見られる。

つまり 「風神と雨神が道を掃き清めた」との意である。

'8「掃き清めたり」の部分のチベット訳は「道路の掃除をなせり」という意味の訳文になっている。

'9「天子たち」 (devaputrair)は．写本T3,T4には省略されており， チベット訳にも相当する訳語が見当たらないが，文脈

上は， これが必要である。

鋤チベット訳には「蓮華を以て」 (padmair)に当たる訳語はないが．方広には「以爲花臺」という訳語が見られる。

2!チベット訳は「その道の右側と左側には」という意味の訳文になっている。

型「七種の宝石」 （七宝） とは，通常「金・銀・琉璃・頗黎（水晶） ・陣礫（又は琉珀） ・赤珠（珊瑚） ・璃瑠」をいう。 「佛教

語大辞典」587頁「七寶」参照。

23talaは樹木の名（多羅樹）であるが，高さの単位としても用いられる。

24チベット訳は「矢の［届く］距離・矢の距離ごとに」という意味の訳文になっている。

錫チベット訳は「宝石で結ばれた全てのターラ樹は互いに繋がれて立ちたり」という意味の訳文になっている。

記以上の蓮華名の原語は順にutpala,padma,kumuda.punJarikaである。

幻以上の鳥名の原語は順にadi (水鳥の一種),balahaka(鶴の一種),hamsa,cakravaka,mayuraである。なお，チベット

訳には「マユーラ」の前にkhrunkhrun(=kronca;帝釈鴫）が挿入されている。

銘「天柱」 (vyomaka)とは「天を支えるとみなされる柱」の意である。方広には「妙憂｣，普曜には「深」の訳語が見られる。

鰯「栴檀」の原語はcandana, 「沈水（香)」の原語はagaruである。

"k212nusarinは「白檀の一種」である。

3! 「五千」の部分は，チベット訳には「五万」 (lnakhri)と訳されているが，方広には「五千天諸採女｣，普曜にも「五千玉

女」とある。
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えり。［また］百千〔拘砥32〕の楽器が奏でられ,多量の花の大雨が降らされ,百千の衣が打ち振られ，

百千の太鼓が藷かれ,馬.象.牡牛どもが鵬し｡百千のｼｭｶ(雄) .サーリカー(総鯉) .コー
かつこう いんどほととぎす <'みようちょう がちょう

キラ（郭公) ・カラヴィンカ（印度杜鵲) ・ジーヴァンジーヴァカ（共命鳥劉) ・ハンサ（鴬烏) ・クロ－
たいしやくしぎ くじゃく おしどり

ンチャ（帝釈鴫) ・マユーラ（孔雀) ・チャクラヴァー力謁（鴛鴛) ・ 【チャーシャ猫（緑色の樫鳥)】が
しょうどん

右回りに旋回し，百千の吉祥物が奉献せられたる，かくの如き種類の， この道路の荘厳を伴って，

菩薩は菩提道場に赴きたまえり。菩薩が菩提を証得せんと欲したるところの夜， まさにその夜に，

ヴァシャヴァルテイン37 （自在主） と名づける，三千大千［世界］の王たる梵天は，かの，梵天界

の大衆に呼びかけて,かくの如く言えり。 ｢諸君, なにとぞ知られたし｡ここに(今) [一人の]善
さつまかさつ だいかつちゆう せいどん しやき けんご よろい

薩摩訶薩ありて,彼は大甲冑にて武装し,偉大なる誓言を捨棄することなく，堅固なる鎧に身を箇
けんたい はらみっ ぽきつじ

め，心に倦怠なく，一切の菩薩行を完成し，一切の波羅蜜の彼岸に達し，一切の菩薩地において自
いぎよう きこん ひ

在たるを得て，一切の菩薩意楽の儀軌をよく知り銘，一切衆生の機根に随順し，如来のあらゆる秘
みつしよ はい どうどう ぜんどん

密虎に正しく入り， マーラ （悪魔）のあらゆる業道を超出し，一切の善根調において他者に頼るこ

となく40,一切の如来に茄持せられ,一切衆生に解脱道を指し示す大商主側たる者,マーラ(悪魔）
の全領域を破壊する，三千【大千】 ［世界］の第一の勇者，一切の法薬を保有する大医王にして，

かんしょく つ だいき し

解脱の冠飾を著けたる42大法王，智慧の大光明を放出する大旗幟の王，八世間法43に汚染せられざ

る大蓮華の如き者，一切法の陀羅尼を忘失せざる大海の如き者，貧愛と憎悪を滅除し，堅固にして
だいしゆみせん

震動せしめられざること大須弥山の如き者，非常に無垢かつ甚だ清浄にして極めて明浄なる覚知を
だいほうじゆ だいま にほう じょうにゅう

有する［が故に］大宝珠（大摩尼宝）の如き者，一切法の自在者にして，心の調柔なること‘14大梵
ごうぶく

天の如き者なり。 ［かの］菩薩は，マーラ（悪魔）の軍勢を降伏せんがために， ［また］無上正等覚
じゅうはちふく'うばう

を証得せんと欲して， また，十カ． ［四45］無所畏・十八不共法を成満するために，大法輪を転ずる
だいし し く

ために，大獅子WLをとどろかせるために，法の布施によって一切衆生を満足せしめるために，一切
ほうげん げどういがく しようぼう ざいぶ<

衆生の法眼を清浄ならしめるために，一切の外道異学を正法によって推伏するために，過去の誓言

260

262

錨東大主要写本には「拘岻」 (koti)が挿入されているが.チベット訳にはこれに当たる訳語がないので．削除すべきである。

鋤「中巻」には「鵤鵺」と誤記したので「鴫鵺」に訂正する。鵤鵺（<よく）は「八野鳥（はっかちよう)」とも呼ばれ， 「体

はむくどりより少し大きく，黒色。よく人のことばをまねるので，飼い,鮒とされる」 （｢新漢語林」 「鵬」の項目参照)。

3!この烏は「鴎鵠（しゃこ）の一枕」とされるが，漢訳には「共命胤」「命命,鳥」などと訳される。 「身は一つで頭は二つあ

り，心も二つあるという鳥」であり， 「古来， 人の顔をし， 身体は烏で． よい声を発するといわれる。実はインド北部の

山地にすむ雄子の一種であるという」 （｢佛教語大辞典」274頁「共命烏」参照)。

35以上の烏名の原語は順にSuka,sarika.kokila,kalavinka,jivamjivaka・hamsa,kronca.mayUra,cakravakaである。
36Cigaという鳥名は諸刊本になく，チベット訳にもこれに当たる訳語が見当たらないが，写本Tl,T4にはcisaという語が
挿入されている。

:I7vaSavartinは通常「他化自在天王」を指すが， ここでは一梵天の名とされている。

期チベット訳に従って「儀軌をよく知り」 (su-vidhijnah) と読むが．諸刊本によれば「極めて清浄であり」 (suviSuddhah)
の意であり，方広にも「清浄意楽」との訳語が見られるので． この部分は「一切の菩薩意楽は極めて清浄であり」と訳す
べきかもしれない。

”「善根」 (kuSala-mUla) とは「よい果報をもたらす善い行ない」「功徳のもと （善の根） となる善行」を意味する。

40「中巻」には「他者の縁に由らず」と訳したが，文意をより明確にするために． 「他者に頼ることなく」に訂正する。
4! 「商主」 (sarthavaha)は「隊商（キャラヴァン）の長」の意であり， 「大商主」は「偉大な指導者」の意味で用いられる。
l2チベット訳は「解脱の方便を得たる」という意味の訳文になっている。

43「八世間法」 (aSta-lokadharma)は「八世法」または「世八法」ともいう。 「八世法」の内容については，第19巻第1号所
載の拙訳（註76）を参照されたい。

幟ﾙ! 「中巻」にはkarmanya-cittoを「心が行動に適する［が故に]」と訳したが． 「心の調柔なること」に訂正する。 「調柔」
(karmapya) とは「柔軟で適応能力のあること」である（｢佛教語大辞典」760頁参照)。

15チベット訳には「四」に当たる訳語(bshi)がある。
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ぼんぜい

(本誓)46の成就を顕示するために，一切法における至上の自在力を得るために，菩提道場に赴きた
おこ

まえり。それ故，諸君汝らは， まさに菩薩への供養．奉仕の行為に対するあらゆる願望を発され

よ」 ［と]。

かくして，実に大梵天ヴァシャヴァルテインは，その時，次の偶頌を唱えたり。

1.その威光と福徳と， また威徳によって, [彼の］梵道は明示されたり。

［彼の］慈・悲・棄・捨［の心］ と， また，禅定と神通も ［明示されたり]・
せんごう どんしゅ しゆつだつ

千劫［もの永き］にわたり勤修したる，彼は，菩提道場に出立したまえり。
ご人かい な

いざ，かの牟尼が志願せる禁戒の成就に対して，供養を為されたし。
むか

2．彼に帰依すれば，悪趣の怖畏なく，無暇'7 (災難）に陥ることもなし。
ぼんてんぐう

天界における望ましき安楽を得て， また広大なる梵天宮に到るべし。

彼（菩薩）は，六年間苦行を勤修したるのちに，菩提樹に赴きたまう。

いざ，みな歓喜と喜悦の心を以て，彼への供養を為されたし。

3．彼は三千［世界］の王にして，至上の支配者，法の自在主たる王者なり。

帝釈・梵天の都城， また月・太陽［の都城］にも，彼に等しき者は一人もなし。
コーティニユタ

彼が生まれたる時，拘砥尼由多［もの多く］の国土が六種に震動せり。

彼は，今日，マーラ（悪魔）の軍隊に勝利すべ<，無上の大樹に赴きたまう。
とうちよう あた

4．彼の頭頂は， この梵天界に立って［見て］ も，見ること能わざるなり。
そうごう そな

彼の身体は，非常に優美なる相好を具え，三十二相を以て装飾せられたり。
ぼんおん

彼の言葉は， さても甘美かつ美妙にして耳に心地よく，美しき声の梵音侶なり。

彼の心は寂静にして，憎悪を離れたり。彼の供養に［われらは］行くべし。
らく

5．帝釈・梵天の宮殿において，禅定の楽を以て過ごさんとの意向を有する者，
けばく かずら らもう

あるいはまた，一切煩悩の繋縛の蔓たる，かの羅網を切断せんと欲する者，
どっか<ぽだい かんろ

他者より聴聞することなくして，安穏なる独覚菩提49の甘露を得んと望む者，

あるいは, もし豐算における鰈鋤を欲する者あらぱ,その者は導師(菩薩)をあるいは， もし三界における仏果"を欲する者あらぱ，その者は導師（菩薩）を

264

供養すべし。

6． その［菩提の獲得の］ために，大海を含む大地や， また無数の宝石や，
りょうぼう こうろう しやが ひ

多くの窓や涼房を有する高楼や、 また車駕（乗物） と ［車駕を］牽<動物や，

非常に美しい花環に飾られた，園林・井戸・池を有する5'国土や，
しやせ

手・足・頭・眼などを捨施したる，彼は菩提道場に赴きたまえり。

かくして，実に比丘らよ・三千【大千52】 ［世界］の大梵天は，その刹那に， この三千大千世界を
ひら がれき じゃり ほうじゆ しんじゆ る り らがい

の如く平坦［なる世界］に変化せしめたり。瓦礫や砂利は除かれ，宝珠・真珠・琉璃・螺貝．
てのひら

掌‘

46「本誓（過去の響言)｣ (pUrva-pratijna)は，方広には「本願」と訳されている。

$7「無暇（虚)｣(aksana)とは「不運；災難」の意であるが, 「仏法を聴くことができない不運な境界」に八鹿ありとして． 「八

無暇（鹿)」と呼ぶ。 「無暇虚」については，第19巻第1号所赦の拙訳（註123)を参照されたい。

48「梵音」とは「梵王（ブラフマン）の音声」の意味であるが，仏陀の「清らかな音声」をたたえていう。 「佛教語大辞典」

1270頁参照。

49「独覚菩提」 (pratyeka-bodhi)とは「独覚仏（縁覚仏）の悟り」の意である。

鋤「三界における仏果」 (buddhatvamtribhuvane)とは「三界（全世界）において股も尊い仏陀の地位」を意味する。

5! 「園林・井戸・池を有する」の部分は，チベット訳では「圃林によって美しく飾られた」という意味の訳文になっている。

52チベッ卜訳には「大千」 (mahasahasra)に当たる訳語が欠けているので， これを削除すべきか？
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へきぎよく さんご らせん

碧玉．珊瑚．銀．金に満ちて， ［また］青くて柔らかく， クンダラ（螺旋）の如く53右方に旋回し，

ナンデイアーヴァルタ劃の形を成し， カーチリンデイカ弱表の如く触れて心地よき草によって覆わ
な

れたものへと， この大千世界を変化せしめたり。また，その時，一切の《大弱》海は， ［波浪なき］
すいせい

大地の如き ［平静なる］ ものに成り， しかも水棲の動物たちへの危害は全く生じることなかりき。

まさに，かくの如く荘厳に飾られたる， この世界を見て，十方の帝釈・梵天・護世王たちは，菩薩
もろもろ

の供養のために，百千の仏国土を荘厳に装飾したり。また，諸の菩薩によって，菩薩（釈迦牟尼）

の供養のために，天界・人界をはるかに超出せる荘厳なる諸供養を以て，十方の無数の仏国土が装

飾せられたり。また， これら一切の仏国土は，種々の荘厳なる装飾を以て飾られたるが故に， ひと
せかいちゅうげん

つの仏国土の如くに見えたり。さらにまた,世界中間[の暗黒虚]57.菫茜調. [小]鉄囲山.大鉄囲
山調等は，識別せられざりき“。また， これら一切の仏国土は，菩薩（釈迦牟尼）の光明によって，

明瞭に見られたり。また菩提《道場6'》を守護する十六名の天子あり。すなわちウトゥカリンと名

づける天子， また‘ ムトウカリンと名づける天子， また， プラジャーパティ （生主)， シューラバ
ひじわ

う（勇力） ・ケーユーラバラ（肱環力） ・スプラティシュテイタ （善住) ・マヒンダラ（持地) ・アヴァ

バーサカラ （作光） ・ヴイマラ（無垢） ・ダルメーシュバラ（法自在） ・ダルマケーッ（法瞳） ・シッ

ダヤートラ（成就吉祥) ・アプラテイハタネートラ（無障眼) ・マハーヴユーハ（大荘厳) ・シーラヴィ

シュッダガンダ（清浄戒香) ・パドマプラバ62 （蓮華光明）［と名づける天子たち］なり。かくの如き，
ふたいてん にんに<

これら十六名の，菩提《道場"》を守護する天子たちは，皆が，不退転の忍辱を得たる者なり。彼

らは菩薩（釈迦牟尼）の供養のために，菩提道場を厳飾したり。 ［すなわち，菩提道場の］周囲八
りんもう

十由旬まで,七重の《宝石の餌》翰竿によって囲まれ,七重のﾀｰﾗ樹の並木,七重の宝石の鈴網鏡，
ゆじゆん

ぞうがん

七重の宝石の紐によって囲まれたり。また，七種の66宝石によって象眼されたジヤンブーナダ金

(ジﾔﾝブｰ河産の黄金)の薄板と,金製の飾り紐と， ヅｬﾝブｰﾅグ《金67》の蓮華によって巖わ
はくばん

266

268

郷チベット訳には「クンダラの如く」に当たる訳語がない。

5"Inandyavartaは吉祥なる図形の一秘で「難提迦物多（または「難提迦勿多｣） と音訳される。 「もとはヴイシユヌ神の毛髪

の旋回するを意味するもの」とされる。 「佛教大辞典」4756頁中段参照。

55kacilindika (迦箙隣陀）は水鳥の一種。その羽毛は細軟で．集めて織ると柔軟な衣服を作ることができるという （｢佛教

語大辞典」 151頁参照)。方広には「迦陵陀衣」と音沢されている。

銘「大」 (maha)は東大主要写本に欠けているが．チベット訳によれば挿入すべきである。

57「世界中間の虚」については，第19巻第2号所載の拙訳115頁l~8行を参照されたい。

熱「黒山」とは「大鉄囲山と小鉄囲山の間の暗黒虚」である（｢佛教語大辞典」412頁参照)。

59「鉄囲山」 (cakravada) とは「須弥山をめぐる鰔海（かんかい）の外を囲むと想像される山脈」である。鉄より出来てい

ると言われるが. cakravadaの意味は「車輪の円い縁」である。仏典には， しばしばcakravada([小］鉄囲山） と

mahacakravada(大鉄囲山） とが並記されている◎岩本裕「日本佛教語辞典」 （平凡社1988年)530頁参照。

帥「識別せられざりき」 (naprajnayantesma)は，チベット訳には「見えなくなった」 (misnanbargyurto) と訳されて

いる。

6! 「道場」 (manda)は東大主要写本に欠けているが，チベット訳によれば挿入すべきである。

雌以上の天子名の原語は順にutkharin,mutkharin.prajapati.SUrabala,keyUrabala,supratiSthita,mahindara,avabhasakara.

vimala.dharmeSvaradharmaketu.siddhayatra,apratihatanetra・mahavynha,SilaSuddhagandha・padmaprabhaである。

方広にはこれらの天子名が順に「輔進」「無勝」「施與」「愛敬」「勇力」「善住」「持地」「作光」「無垢」「法自在」「法嘘」「所

行吉祥」「無障礦」「大荘厳」「清浄戒香」「蓮華光明」と訳されている。

“「道場」 (manda)は東大主要写本に欠けているが，チベット訳によれば挿入すべきである。

61 「宝石の」 (ratna)は東大主要写本に欠けているが， チベット訳によれば挿入すべきである。

“「鈴網」は．チベット訳には「鈴・小鈴の網」 (drilbugyerkallidraba) と訳されている。
髄「七重の」 (sapta)は．チベット訳には「一切の」 (thamscad) と訳されている。

67「金」 (suvarna)は東大主要写本に欠けているが．チベット訳によれば挿入すべきである。
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た

れたり。最高の樹脂の香料が焚かれ，宝石の網によって蔽われたり。また，十方の種々なる世界に

は，高貴にして鑓尊重される，天界や人界の様々な樹木が存在するが， それらの全てが，かの菩提

道場に出現したり。また，十方［の諸世界］には，水生および陸生の，色々な種類の花が存在する

が，それらも全て，かの菩提道場に出現したり。 【また69】十方の種々なる世界における，無量なる

福徳と正智70の集積の荘厳を以て菩提道場を装飾せるところの菩薩たち710彼らも，かの菩提道場に

出現したり。
けげん

かくして，菩提道場を守護する天子たちによって，以上の如き荘厳が菩提道場に化現せられたり。

それらを見て,天神.竜.夜叉篭雛《.向應象72》たちは,各自の宮殿が[まるで]墓地の如
きょうたん

き ［貧弱な］ ものなりとの想いを生じたり。また，それらの荘厳を見て，甚だ驚歎の念を抱きたり。
よきかな いじゅく

そして， ウダーナ（感歎の句） を唱えたり， 「善哉福徳の異熟（応報）の結果は， まことに不思

議なり」と。また，四名の菩提樹神あり。すなわちヴエーヌ73 （竹笛？） ．ヴアルグ74 （妙音) ．スマ

ナス75 （善意) ．オージヨーパテイ76（持精）なり。彼ら四名の菩提樹神は，菩薩の供養のために， ［次

のような］菩提樹を化現せしめたり。 ［その菩提樹の］根は隆盛にして幹も盛大なり，種々なる枝・
もせい えん虫んく′そく

葉．花．実が茂盛し，高さも大きさも円満具足し，美しく端正にして広大なり，八十ターラ77の高
せんれい みめうるわ

さありて，それにふさわしき太さあり，鮮麗にして見目麗し〈魅力あり，宝石78の欄干によって七

重に囲まれ，七重の，宝石のターラ樹の並木と，七重の， 《宝石の79》鈴網帥と，七重の，宝石の紐81

とによって，あまねく囲まれて外辺が埋め尽くされ，パーリジヤータカ．コーヴイダーラ82の如く，

270

鴎チベット訳には「高貴にして」の後に「清浄なる」 (bzanba)が挿入されている。

的「また」 (ca)は東大主要写本には欠けているが．諸刊本はこれを挿入している。

別) 「中巻」にはjrianaを「智」と訳したが， 「正智」に訂正する。

7！これらの菩薩たちは，上記の「諸の菩薩によって．菩薩（釈迦牟尼）の供養のために，天界．人界をはるかに超出せる荘

厳なる諸供養を以て，十方の無数の仏国土が装飾せられたり｡」と記述されている場面における「諸の菩薩」を指してい

ると思われる。

泡「阿修羅」 (asura)は東大主要写本に欠けているが，チベット訳によれば挿入すべきである。

73venuは「竹」あるいは「笛」の意であるが，方広には「毘留」と音訳され，普曜には「足跡」と訳されている。

74valguは「[声の響きが］美しい．愛らしい」の意であるが，方広には「薄浬」と音訳され，普曜には「邊豆」と訳され

ている。

75sumanasは「善意」の意である。方広には「蘇摩那」と音訳され・普曜には「善意」と意訳されている。

76QjOpatiは「精力の持主」「糖力の主」の意であるが．方広には「烏珠鉢底」と音訳され，普畷には「布精」と意訳されて

いる。ただし，方広は鹸初の神名を「毘留薄腿」として二名を結合して一名とし， 「蘇庶那」を第二神の名， 「烏珠鉢底」

を第三神の名としており，第四に「帝珠」という神名を加えている。この場面では，普暇の記述のほうが梵文に合致して

おり，方広には誤解があるように思われる。

‘‘チベット訳は「七ターラ樹［の高さ]」という意味の訳文になっている。

詔チベット訳は「七種の宝石」という意味の訳文になっている。

79「宝石の」 (ratna)は東大主要写本に欠けているが， チベット訳によれば挿入すべきである。

帥「鈴網」は，チベット訳には「鈴．小鈴の網」 (drilbugyerkaPidraba)と訳されている。

81 「紐」 (sUtra)は，チベット訳には「紐の輪」 (brgyuspahiphrenba)と訳されている｡。

82parijataka-kovidaraは「天界の如意樹」の名であるが, parijatakaとkovidaraという二本の樹木名ではなく, ｢parijataka

という名のkovidara樹」の意味と思われる。チベット訳には単にSinyonshdusbrtol(=kalpa-druma;劫樹；如意樹）と

訳されている。BHSD(kovidaraの項）には「一つの森と見なしうるほどに大きな一本の樹木」との説明がある。また，

中村元編著「図説佛教語大辞典」 510頁「如意樹(kalpa-druma,kalpa-vrkSa,kalpa-taru)」の項には「インドラ神の天国

にある五種の神樹の一つ。劫樹とも。ありとあらゆる願いをかなえるとされる。広義には．天界にある五種の樹の総称。

すなわちマンダーラ，パーリジャータ，サンターナ， 力ルパヴリクシャ，ハリチヤンダナを指す。如意樹は乳海撹枠の時

海から生じた」との説明があるので． これを参考にすれば，パーリジヤータ［力］とカルパヴリクシヤ（＝カルパドウル

マ）を異なる如意樹の名と見ることもできるし．あるいは広義の観点から， カルパドウルマを「五種の樹の総称」と見る

こともできる。ここでは． kovidaraを五種の如意樹の総称と見なし．その中のparnataka(=parUata)という名の樹木を指

していると考えることが可能である。
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えんそ<

見る者の眼に［いつまでも］厭足を生じることなかりき○また，菩薩がそこに坐して菩提を證得せ
じしょ へそ

んと欲したるところの， その地処は，三千《大千83》世界の金剛の膳（中心）たる，堅固なる中枢

部なりて， ［そこは］破壊せられざる金剛の自性を保持するものとなれり。
たぐい

かくして，実に比丘らよ’菩薩が菩提道場に進みたまえる時’身体より，かくの如き類の光明が
あくしゆ むかしょ

発散せられたり｡ [すなわち］その光明によって，一切の悪趣は鎮静せられ，一切の無暇虚別は断
ふぐ

滅せられ，一切の悪道闘の苦痛は枯渇せしめられたり。また，感官の不具なる衆生，彼らは感官を
じようまん おびや

成満することを得たり。また，病人は病気から解放せられ,86また，恐怖に脅かされたる者たちは
つな ひんきゅう

安息を得たり。また’牢獄に繋がれたる者たちは牢獄より解放せられたり。また，貧窮せる衆生た
ざぃもつ ぼんのう ねつのう

272 ちは財物を有するものとなれり。また，煩,,&に焼かれたる者たちは熱悩なきものとなれり。また，
かわ いや

飢えたる衆生たちは満腹することを得たり。また，渇ける者たちは渇きを癒されたり。また，妊婦
ぜいじゃく

たちは安楽に出産したり。老衰によって87脆弱なる者たちは力を具足するものとなれり。また， そ
とんよく しんに ぐち あいじゃく けんどん

の時’いかなる衆生にも貧欲・腹患・愚癌●盆怒●愛著●敵意●悪意・嫉妬．樫貧錫の苦悩は消失
げしよう

したり。また，その時，いかなる衆生も死ぬことなく，下生することなく、生まれることなかりき。
りやくしん

また，その時'一切衆生は慈心《と利益心89》を有して，互いに父母に対するが如き想いを生じたり。

そこで，かくの如く言われる。
あび むげんじごく

7．阿鼻90 （無間地獄）に至るまでの，見るも無惨なる地獄の，
しず

衆生たちの苦悩は鎮まり，安楽を感ずるを得たり。
ちくしよう

8．畜生［界］のあらゆる衆生たちは，互いに殺害し合えるも，
だいむに

大牟尼（菩薩）の光明に触れるや，彼らは慈心を生じたり。

9．餓鬼界のあらゆる餓鬼どもは，飢渇に苦しめられたるも，

菩薩の威光によって，彼らは飲食することを得たり。
むかしよ もるもろ

10.一切の無暇虚は閉鎖せられ，諸の悪道も枯渇せしめられたり。

一切衆生は安楽となり，天界の至福に満たされたり。

ll.眼や耳の欠けたる者， また，他の，感官の不具なる者たちは，
〈′ ぴ

一切の感官を具備し，一切の肢体が健全なるものとなれり。
と人よく しんに

274 12.貧欲．愼悪等の諸煩悩によって，常に9,苦しめられたる衆生は，
しず

その時，一切の煩悩が鎮まりて，安楽に満ちたるものとなれり。
しようねん え ひんきゅう

13．狂気の者たちは正念を得， また，貧窮せる者たちは財を得たり。

職「大千」 (mahasahasra)は東大主要写本に欠けているが．チベット訳によれば挿入すべきである。

別「無暇虚」については，上註47を参照されたい。

侭「悪趣」 (apaya)と「悪道」 (durgati)は大体同一の概念であるが,六道輪廻で言うならば「地獄.餓鬼．畜生」を通常「三

悪道」と呼ぶ。 「悪趣」という場合には，三悪道に加えて阿修羅や人間．天上まで含めた六道輪廻の全体を含めることも

ある（｢佛教語大辞典j l9頁「悪趣」参照)。方広には． この場面で「地獄衆生．餓鬼衆生．畜生衆生」についての描写が

ある。

閉チベット訳には， この箇所に「全ての安穏たらざる将は安穏を得たり」という意味の一文が挿入されている。

師「老衰によって」 (jirpa)は，チベット訳には「臆病にして」 (shumpa=dina)と訳されている。

鯛チベット訳には「樫貧」 (matsarya)に当たる訳語がない。

鶴「利益心」 (hitacittah)は東大主要写本には欠けているが．チベット訳によれば挿入すべきである。 「利益心」とは「他者

の利益を願う心」である。

獣)「阿鼻」 (avici)は． 間断なく苦痛を受けるので「無IIII地獄」とも呼ばれる。八大地獄の最下層に位置し， 「諸地獄の中の

最も苦しい場所」である。

9!チベット訳には「常に」 (sada)に当たる訳語がない。

84



和訳「ラリタヴイスタラ（改訂版)」 （第

やまい なお つな

病気の者は病が治り，牢獄に繋がれた者たちは解放せられたり。
けんどん

14． ［衆生は互いに］敵意なく，樫貧なく， また悪意も争論も，

互いに行使し合うことなく，その時，慈心を持って住したり。

15.母や父， また一人息子に対して愛を起こすが如く，

その如く，衆生は，その時，互いに子への如き愛情を生じたり。
こうみようもう しゅうへんじっぽう

16.菩薩の光明網によって，周遍十方において，

ガンガー92の砂の数に等しき，不可思議なる諸国土が照らし出されたり。
もろもろてつちせん こくせん かんけん

17. さらにまた，諸の鉄囲山も，諸の黒山も観見されず，
いったい

これら，一切の広大なる諸国土は，一体で"あるかの如<に見えたり。

18 また[諸国土は]掌の如く ［隼ら]になり，一切の宝石を蓋する製讓が見られたり。
菩薩の供養のために，一切の国土が装飾せられたり。

l9. また，菩提道場に仕える十六名の天神たちも， 同じく，
ゆじゆん どんじき

［周囲］八十由旬の範囲まで，菩提道場を厳飾したり。
コーティ 猶いしようごん

20．拘岻もの［多くの］国土における，無限の95大荘厳なるところのもの，

それら全ては，菩薩の威光によって，そこに出現したり。
キンナラ マホーラガ

21．天神，竜また，夜叉，緊那羅，及び摩猴羅迦の衆は，

それぞれ自分の宮殿を，墓地の如き ［貧弱なる］ ものと想念せり。

22. この時，その荘厳を見て，天神や人間たちは驚嘆したり。

「善きかな，福徳の果報たるやこれなり。その栄華たるや，かくの如し」 ［と]・
いささ かか

23． 身体と言葉， また心意によって，卿かも奮励することなきにも拘わらず，

彼（菩薩）の意によって欲せられたる，一切の目的は成就せられたり。
じようまん

24．それと同じく，他の諸願望も，かつて修行せる時に［すでに］成満せられたり。
ごう じょうじゆく

彼（菩薩）の業の成熟（果報）により， この，かくの如き栄華は生じたり。

25．四名の菩提樹神によって菩提道場は厳飾せられ，

天界のパーリジャータ （如意樹)妬の，それ［の崇高さ］ よりも優れたり。
ぞうさ

26．天神たちによって造作せられたる，菩提道場の荘厳なるものの，

それらの特質の全てを，言葉によって説き尽くすことは不可能なり。

(第19~20章）

276

かくして，実に比丘らよ’菩薩の身体より発せられたる， その光明によって， カーリカ97竜王の
そうかい かんえつ

宮殿は照らされたり。 ［その光明は］清浄かつ無垢にして， 身体と心を爽快ならしめ歓悦を生ぜし

め，一切煩悩を滅除し，一切衆生に安楽・歓喜･喜悦を生ぜしめる98ものなりき。さらにまた， カー
けんぞくしゆう

リカ竜王は［それを］見て，その時， 自らの春属衆の前に立って，かくの如き偶を説けり。

278

92「ガンガー」 (ganga) とは「ガンジス河」のこと。 「ガンガーの砂」は「数量が多いことの比職」として用いられる。

93「中巻」には「ひとつで」と訳したが， 「一体で」に訂正する。

別「中巻」には「有する」と訳したが， 「蔵する」に訂正する。

蝿「無限の」 (anantaka)は，チベット訳では「拘砥の国土」に掛かる修飾語として訳されている。

96「如意樹」については，上註82を参照されたい。

97kalika(kala,kalaka)は竜王の名である。cfBHSD(K訓ika).

鯛チベット訳は「衆生に，一切の歓喜．安楽．浄心．喜悦を生ぜしめる」という意味の訳文になっている。
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27. クラクッチャンダ鰯(拘撰養極)の時に,かくの如き美妙なる光明が見られ，
またｺｰﾅｰ[ガﾏﾅ]!"(殉赤書) という名の[仏の]時にも見られたり。

かしようぶつ

同じく，過失なき法王たるカーシュヤパ'0! (迦葉仏）の時にも無垢なる光明が見られたり。
そうごう りやくしや

疑いなく，最勝なる相好を有する利益者にして，智の光明を有する者が出現せり。
おう苫ん

それ故， この， わが宮殿は，実に，黄金の光明に飾られて輝けり。

28． この［わが］住居においては， 月・太陽の広大なる光明も見られず。
ほうじゆ ほしぽし

また，火や宝珠の光明も，無垢なる電光， また星々の光明も ［見られず]・
あしゆら

あるいは，帝釈の光明や梵天の光明， また，阿修羅の光明も ［見られず]。
こくあん おお

以前の不善なる業の故に，わが住居はもっぱら黒暗に覆われたり。

29． ［されど］今や， この宮殿の中は，太陽の光明によるが如く，清浄に輝けり。
し し しようりょう

心には歓喜が湧き起こり，身体は安楽にして， 四肢は清涼となれり。

［わが］身体の上には熱き砂が落ちきたれるも，それすら， われに清涼さを生じたり。
コーティ おもむ

幾多もの拘砥の劫に修行したる者が菩提樹のもとに赴けるは明白なり。

30．速やかに，竜［の世界］の美妙にして優美なる花と，衣と芳香，
しんじゆ ようらく うでわ まつこう 〈んこう と

また，真珠・理珸・装身具・腕環などや，抹香や最上の薫香などを執れ。
たぃこ こつづみ さまざま ぎがく

優雅なる太鼓や小鼓によって，様々の伎楽や楽器の演奏をなせ。
りやくしや

いざ102,われらは，一切世間に供養されるにふさわしき利益者の供養に赴かん。
た りゅうにょ

31.彼［竜王］は起ち上がりて，竜女たちとともに， 四方を観察せり。

そして， メール山にも似たる，威光によって美しく飾られたる者（菩薩）を見たり。
てんじん きじん

拘砥もの天神・鬼神衆によって， また梵天の王'03や夜叉たちに囲まれてあり，

［それらの衆は］歓喜の心を以て彼（菩薩）を供養し， 「道はこれなり」と示したり。
かんぎ ゆやく

32．かの竜王は歓喜し踊躍して，世間の最勝者（菩薩）を供養し，
うやうや ひに

［菩薩の］両足に恭しく敬礼をして，牟尼（菩薩）の前に立てり。

竜女たちも歓喜し，喜悦の心を以て牟尼の供養をなせり。
もろもろ ずこう

［彼女らは］諸の花・香料・塗香なとゞを散らし，諸の楽器を演奏せり。
がっしょう さんだん

33．竜王は大なる喜びを以て合掌し， ［菩薩が］真実の功徳を有するが故に，讃歎せり。
どうし はいえつ がた

「導師よ，世間の最勝者よ，満月の如き尊顔を拝謁するは，あり難きかな。
しょせん ずいそう

われは過去の諸仙（過去仏）の瑞相を見たりしも，御身にもまさにそれを見る。
さいめつ

今日，御身はマーラ（悪魔）の軍勢を催減して，所願の地位を得たまわん。
おうしゃく しやせ

34． そのために，往昔， 自制・布施［行］ ・修養'似に努め，全ての財を捨施したり。

280

282

99krakucchandaは「過去七仏」としては古いほうから四番目であるが，賢劫（現在の劫）では最初（第一番目）の過去仏

である。

lookona(=konagamana)は，賢劫における第二番目の過去仏である。

Io'kaSyapaは，賢劫における第三番目の過去仏であり．釈尊の直前に現れた仏陀である。

I鯉｢いざ」 (hanta)は，チベット訳[brdunshin]によれば「[太鼓や小鼓を］叩きながら」と訳すべきであるが， ここでは

間投詞hantaに同義とみて， 「いざ」と訳す。

1in｢梵天の王」 (brahmendra)は「梵天や帝釈（インドラ)」と訳すことも可能である。

'')Isamyamaを「中巻jには「律義」と訳したが， 「修礎」に訂正する。 「修養」とは「精神を練磨し、優れた人格を形成す
るようにつとめること」 （｢広辞苑」第六版参照）である。
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そのために， 自制･持戒.慈.悲'崎.忍辱力1"を權凱たり。
おこ

そのために，堅固なる精進と禅定とに専心し，智慧の燈火を熾したり。
せいがん しょうしゃ

御身の，それら一切の誓願は成就せられて’今日，勝者（仏陀） と成りたまわん。

35107．葉と花と実とをつけたる樹木が，菩提樹に向かってお辞儀をなせるが故に，
びん うにょう

［また］水の満ちたる’千個もの瓶が［御身を］右饒なせるが故に，
かしどり なきごえ

樫鳥（カケス）の群が’歓喜に満ちて，甘美なる啼声を発するが故に，

ハンサやクローンチャの群が天空'08を飛びながら，優美に舞いつつ，
あらかん

楽しげにl"仙人（菩薩）を右驍せるが故に，今日，御身は阿羅漢と成るべし。

36．黄金の色に似たる妙光が，百もの（多くの）国土に達したるが故に，
あくしゆ あま しようるい

また，悪趣は余すところなく鎮静せられ，生類は苦悩より解放されたるが故に，

月や太陽の宮殿には雨が降り，風も柔和に吹けるが故に，
どだっ さんがいしようしゆ

今日’御身は，生と老とを度脱llOせしめる，三界の商主と成りたまうべし。
らいしゅう

37．天神たちは愛欲の享楽を捨てて，御身の供養のために来集せるが故に，
ぼんほてん らく

また，梵天や梵輔天の神々はlll,禅定の楽を放棄して来集せるが故に，

また，三界における最高の支配者たる者たちの全てがここに来集せるが故に，

今日’御身は，三界における生●老を度脱せしめる医王と成りたまうべし。

38．今日，御身が進みたまうところの，その道は天神たちによって掃き清められ，

そこを通って’ クラクッチャンダ世尊も， カナカという名［の世尊］や，

カーシュヤパ［世尊］ も進みたまいし故に，

また，純粋・無垢・清浄なる蓮華が大地を破って出現し，
ほあし お

そこに［御身の］力強き歩足が下ろされるが故に，今日，御身は阿羅漢と成るべし。
コーティナユタ

39．幾千拘砥那由多もの， ガンジス河の砂に等しき［数の］マーラ（悪魔）たち，
もと あた

彼らは御身を菩提樹の下から動かすことも，揺るがすことも能わざるべし。
ナユタ

284

色々な種類の,千那由多もの，ガンジス河の砂に等しき ［数の］祭式が御身によって為され，

世間の利益のために修行がなされたり。それ故に，今， ［御身は］光り輝けり。

星宿が月を伴って， ［あるいは］星座もろともに太陽が，天空から地面に落ちようとも，
こうそう たいざ人 たいかい か

高壮なる大山が自らの座より動こうとも，あるいは，大海の水が洞れようとも，
しだい ひと

誰か賢い者が，四大''2の一つひとつを［それぞれ個別に］指し示すことができようとも，

40

'崎｢慈」 (maitra)とは「他者に楽を与えるようにつとめること」であり， 「悲」 (karuna)とは「他者の苦を除くようにつ

とめること」である。

'"チベット訳には「忍辱」 (bzodpa)とのみ訳され， 「力」 (bala)に当たる訳語はない。

'碗この偶は5行で一偶を成している。

'鱒｢中巻」には「虚空」と訳したが， 「天空」に訂正する。

lo9sumanahを「中巻」には「好意をもって」と訳したが, 「楽しげに」に訂正する。チベット訳には「清浄なる心をもって」

(danbahiyidkyis)と訳されている。

''0｢度脱」 (mocaka)とは「解放し脱却させること」である。

lllチベット訳では「梵天と梵輔天と天神たちは」という意味の訳文になっている。 「梵天」とは「色界の初禅天」を指し，

そこには「梵衆天」「梵輔天」「大梵天」の三天があるとされるが，普通には「大梵天」を「梵天」と呼ぶ。

''2｢四大」とは「一切の物質を櫛成する四大元素（地．水．火．風)」であり， 「硬さを本質として保持する作用をもつ地大」

「湿性をおさめ集める作用をもつ水大｣｢熱さを本質として成熟させる作用のある火大｣｢動物を生長させる作用のある風大」

をいう （｢佛教語大辞典」526頁参照)。
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じゅおう もと のち た

御身が樹王（菩提樹）の下に達したる後は，菩提を得ずして起つことはありうべからず。
じようごし

41.調御師よ，御身にまみえて供養をなし， また，功徳を讃歎し，
かんじん

菩提のために勧進''3したるが故に， われには広大なる利益の増進が得られたり。
とも しゆつじ

一切の竜女とわれは，息子たち共ども， この出自（境涯）から脱することを得ん。

御身が，興奮せる象の歩調で進めるが如く， われらもその如くに進みゆくべし。

だいいちひ

かくして，実に比丘らよ’ カーリカ竜王の第一妃にして， スヴアルナプラヴアーサー'1ｲと名づけ
さんがい ようらく

る者あり。彼女は，種々の宝石の傘蓋を持ちたる， ［また］種々の楽器を持ち，種々の真珠の理珸
じゅほう こうろ

286 を持ち｡種々の珠宝を持ち,種々の天界.人界の籠蟹〔塗香順〕を持ち，種々の香炉を持ち，種々
しゅた いにょう じじゅう

の楽器と伎楽を演奏せる，衆多''6の竜女に囲繧され侍従せられて, [菩提樹へと］進みゆく菩薩に

種々の宝石の花を散らしつつ，かくの如き偶を以て讃歎せり。
きょうく いふ

42．動揺することなく，恐催なく，臆病ならず，畏怖することなく，
こにやく うしゅう さいふ<

怯弱ならず，憂愁なく，歓喜に満ち，催伏し難く，

業譽!'7なく，朧なく，鶴なく，寶警n8することなく。
けばく

欲を離れ,繋縛を離れたる,大仙人よll9,聲芳に帰命す。
43． ［貴方は］ とげを抜く医者，弟子を教導する者にして，

もろもろ すぐ‘

生類を諸の苦悩から度脱せしめる，優れた医者なり。

［生類が］休息虎なく避難虚なくして衰弱せるを知って，

貴方は， この三界に於ける休息虚・避難虚となれり。
じようしん

44．天神の群衆が浄心を生じ，喜悦して，

花の大雨を天空'20より降らしめるが故に，
さん

また， これらの者たちが大きな衣類を投げ散じるが故に，

今日， ［貴方は］勝者（仏陀）に成るべし。大いに喜ばせたまえ。
もと

45．樹王（菩提樹）の下に赴きて，恐れることなく坐したまえ。
う だんじょ

マーラ（悪魔）の軍を撃ち破り，煩悩の網を断除したまえ。

288 往昔の,かの皿解署奎(仏陀)たちによって正覚せられたるが如く，
しょうが<

最も寂静なる，無上の菩提を証得したまえ。
いくコーティ

46． そのために，貴方が，幾拘砥もの劫に於いて，
な

生類を解脱せしめるために，苦行を為したまえる，

貴方の，その'22願望は成就して，今や，時は来たれり。

1'3｢勧進」とは「勧め励ますこと」である。

''.'suvarnaprabhasaは「黄金の輝き」の意。方広には「金光」と訳されている。

''5｢塗香」 (vilepana)は全写本に記載されているが，チベット訳にはこれに当たる訳語がなく，文脈上も不要につき，削除

すべきである。なお． 「花墨」 (malya-guna) とは「花環を編んだ紐」である。

'16｢衆多」とは「人数が多いこと」である。

'17｢染著」とは「心が外のものに染まって離れず．愛箸すること」である。

''8｢貧著」とは「食欲にむさぼり求めること」である。

ll9チベット訳には「大」に当たる訳語がなく，単に「仙人よ」 (dransron) と訳されている。

'劃'｢中巻」には「虚空」と訳したが， 「天空」に訂正する。

'2'チベット訳には「かの」 (tair)に当たる訳語がない。

1型チベット訳には「その」 (sa)に当たる訳語がない。
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もと

樹王（菩提樹）の下に赴きて，無上の菩提を獲得したまえ。

さて，その時，比丘らよ’菩薩にかくの如き思念が生じたり。 「彼ら，往昔の如来たちは， いか
むじようしようとうがく

なる座に坐して，無上正等覚を証得したりしや」と。それから，彼にかくの如き思念が生じたり。

｢草の座に坐したまえり」と。
じようごてん

その時実に，空中に立てる，百千の，浄居天に属する天神たちが，菩薩の心の所念を， まさに心
ぜんし

によって了知して，かくの如き言葉を告げたり。 「その通り，善士よ，その通りなり。善士よ123,草

の座に坐して，彼ら，往昔の如来たちは無上正等覚を証得したまえり」 ［と]。

実にまた，比丘らよ’菩薩は，道の右側に，草売人のスヴァスティカ'24 (吉祥）が草を刈れるを

見たり。 [その草は]青く‘柔らかく，美美1鱒として,愛らしく，螺旋状に渦巻き,右方に旋回し，
らせんじょう

<ぴ みようしき つや

孔雀の頸の如くにして， カーチリンデイカ'妬衣の如く触れて心地よく，芳香あり，妙色を有し，艶
そ

やかなりき・ ［それを］見て， また，菩薩は道から逸れて，草売人スヴァステイカのいるところに
ざと

行き，近づきて，草売人スヴァステイカに美妙なる言音を以て話しかけたり。その言音は，諭すが
ぶんめい とどこお あたい

如く，勧告するが如く，分明にして，音節に滞りなく，音調《楽しく127>,美妙にして，聴聞に値し，
こぶ きつおん

情愛深く，記憶せしめ，鼓舞し，満足せしめ，悦楽を生ぜしめ，粗暴ならず，吃音なく，荒々しか
けいちよう ここるよ ゆうやく とんよく しんに

らず，軽挑ならず， 円滑にして，魅力あり，耳に快く，心身を大いに勇躍たらしめ，貧欲・愼悪・

愚擬.闘靜.汚稜を滅除せしめ, カラヴインカ鳥'鑓の朧の如く， クナーラ鳥129.ジーヴァンジー
ぐち とうじよう おわい

さえず

ヴｧｶ鳥'鋤などの鴫りの音響の如く，太鼓と伎楽の演奏の音響を有し,雛せしめることなく，誠
ぼんおんじよう せいい す

実にして，清明なり，真正にして，梵音声の音響の如く，海鳴りの勢威に似たる，擦れ合う山の如
じんしん

き音響あり，天神の主や阿修羅の主にも讃歎せられ，甚深にして，測り難く， ナムチ（悪魔）の軍
げどういがく し し く いなな おたけ

勢を無力ならしめ，外道異学の説を論破し，獅子WLの威勢あり，馬や象が噺<声の如く，竜の雄叫
とどろ あまね かんぽっ

ぴの如く，雷鳴の轟く音の如く，十方の一切仏国土に遍くゆきわたり，教化さるべき衆生を勧発
り ろせいぜん

し131, まごつくことな<,苛々させることなく，痙需な<,適切なり，理路整然として,時宜に
いらいら

かな いつ あ しゅうじや〈

適って話し，好機を逸することなく，百千の法がよく編み込まれ，心地よく，執著を離れ， 中断す
べんさい

ることなき弁才を有し，一音を以て一切音を発し，全ての意向を知らしめ， あらゆる安楽を生ぜし
げだつどう しようどう しりょう せつじ ちようぜつ

め，解脱道を開示し，正道の資糧を説示し，大衆を超絶することなく，一切大衆を満足せしめ，－
ず1,じゅ人

切の仏陀の所説に随順'32するものなりき。 ［以上］かくの如き言音を以て，菩薩は草売人スヴアス

テイカに偶によって呼びかけたり。

290

'漣チベット訳には， この箇所の「善士よ」 (satpuruSa)に当たる訳語がない。
'24svastikaは草売人の名であり．方広も普曜も「吉祥」と訳している。

'西｢天天」とは「若々しく美しいざま」を表す語である。

'坊｢カーチリンデイカ」については，上註55を参照されたい。方広のこの場面には「迦P迦衣」との訳語が見られる。

1万｢楽し<｣ (-sukha)は東大主要写本に欠けているが．文脈上もチベット訳によっても， これを挿入すべきである。

i2skalavinka(迦陵頻伽）は「ヒマーラヤ山中にいる美声の鳥で，卵殻の中にいる時すでによく鳴き．その声を聞く者は

あきることがないという｣。 「佛教語大辞典」 152頁参照。

'29kunala(=kunala;鳩那羅）も烏の一種で，その眼が清冷なることから「好眼鳥」とも訳される。

'30jivamjivakaも鳥の名で， 「命命烏」「共命烏」等と訳される。 「身は一つで頭は二つあり，心も二つあるという鳥」で． 「よ
い声を発するといわれる｣。 「佛教語大辞典」274頁参照。

'3lチベット訳は「教化さるべき一切の衆生を満足せしめ」という意味の訳文になっている。なお， 「勧発」とは「人に勧め

て道心を起こさせること。激励すること」である（｢佛教語大辞典」 192頁参照)。

'狸｢随順」とは「したがい適合すること」である。
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47． 「スヴァスティカよ’速やかに，われに草を与えよ。

今日， われには，草によって，いとも大なる利益があるべし。

ナムチ（悪魔）を軍勢もろともに滅ぼして，

無上の，安穏なる菩提を証得せん。

48．そのために， われは，千劫にわたり，
きしや

布施自制， また，律義棄捨，
ご人かい ご人しゅ

持戒禁戒また，苦行を勤修したり。

われは，今日，それ（菩提）を証得すべし。
にんにくりき しょうじんりき

49．忍辱力， また，精進力，
ぜんじようりき

禅定力, また,走餓'鯛，
ふくとく じんずう げだつりき

また，福徳・神通・解脱力，

それらの完成が，今日， われに生ずべし。
ちえりき ほうべんりき

50．智慧力， また，方便力，

瀧労'訓, また,障砿なき慈の力，
しようげ

むげべん 戸

［四]無砿辮'3., また,董識'霊，
それらの完成が，今日， われに生ずべし。

51.今日， われに草を与えるならば，

汝の福徳力もまた，無量とならん。

これは，汝の悪徳の原因を生ずることなく，
な

汝もまた，無上なる師（仏陀） と成るべし｡」

52． スヴァステイカは，導師（菩薩）の優美にして美妙なる言葉；
ゆやく きんかい

歓喜し，踊躍し，喜悦し，欣快を生じたり。

柔軟・新鮮・美麗にして，感触のよい草を手一杯に持ち，
きんきじゃくやく

［菩薩の］前に立ち，欣喜雀躍としてl37,言葉を述べたり。

53． 「もし草ごときによって，不死にして至高の地位たる菩提
みがた おうしゃく しょうしゃ

最高の寂静にして見難き，往昔の勝者（仏陀）の道が得られノ

の優美にして美妙なる言葉を

最高の寂静にして見難き，往昔の勝者（仏陀）の道が得られる

292

294

聞くや，

ならば，

《大'銘》功徳の海たる者よ，名声無辺なる者よ，貴公は《しばらく'39》待たれよ。

われこそ， まず最初に，不死なる至高の地位を証得せん｡」

【菩薩は告げたり｡'40】

'郷｢中巻」には「智力（理解力)」と訳したが， 「正智力」に訂正する。チベット訳によれば「智慧力」 (Prajfia-bala)である
が， この語句は次の偶に再出するので， 「正智力」 (jfiana-bala) と読むべきである。

l"rddhiを， 「中巻」には「威神力」と訳したが． 「神通力」に訂正する。

'蕊｢四無磯涛」とは「四種の（自由自在で）障りのない理解表現能力」の意であり， 「法無礁」「義無磯」「辞無磯」「楽説無磯」

に分類される。 「佛教語大辞典」532頁参照。

'調｢中巻」には「真実の力」と訳したが． 「真実力」に訂正する。 「真実力」とは「真実を語る能力」であり， 「真実を語るこ

とから生まれる説得力」を意味すると思われる。

'37｢中巻」には「喜悦の心をもって」と訳したが， 「欣喜雀踊として」に訂正する。

'銘｢大」 (maha)は東大主要写本に欠けているが，韻律上もチベット訳によっても挿入すべきである。

'約「しばらく」 (tava[=tavatl)は東大主要写本に欠けており，チベット訳にもこれに当たる訳語がないが，韻律上これが必
要である。

'40【 】内の部分は東大主要写本に欠けているが， チベット訳によれば挿入すべきである。
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たこう な

54． 「スヴァステイカよ’種々の困難なる禁戒・苦行を多劫に為すことなくして，

［ただ］端麗なる草の座によって， この菩提が得られるにはあらず。
たくしゅつ

覚知を有し，智慧・福徳・方便に卓出せる者と成りたる，その後に，
むに じんく

勝者たる牟尼(仏陀)によって｢[汝は]塵垢なき者に成るべし」 との穫詑が為される。
55． スヴァステイカよ’ もし， この菩提を他の者に与えることができるならば，

うじょう

有情（衆生）を一団となして［われは］与えるべし。汝は疑念を持つべからず。
かんろ

われが菩提を証得して，甘露の分与が為されると汝が知りたる141,その時に，

来たりて，説法を'42聴聞すれば，汝は塵垢なき者と成るべし｡」

56．導師（菩薩）が， この上なく柔軟なる草を，手一杯に受け取って，

獅子か鴬鳥の如き歩調を以て進みゆけば，大地は震動したり。

天神と竜の群衆は，喜悦の心を以て合掌せり。
かた

「今日， この方はマーラ（悪魔）の軍勢を撃破して，甘露を得たまわん」 ［と]。

296

かくして，実に比丘らよ’菩薩が菩提樹に近づきつつある時に，八万本の菩提樹が諸天子と諸菩

薩によって荘厳に飾られたり。 「菩薩はここに坐して菩提を得，正等覚を証得したまわんことを」
ゆじゆん

と ［各自が同様に考えて]。そこにおいて， いくつかの菩提樹は花の自性を有し，百千由旬の'43高

さを有したり。いくつかの菩提樹は香の自性を有し，百千由旬の'44高さを有したり。いくつかの菩
せんだん きぬ

提樹はチヤンダナ（栴檀）の自性を有し，百千由旬の高さを有したり。いくつかの菩提樹は衣の自

性を有し，高さは五百千（五十万）由旬なりき。いくつかの菩提樹は宝石の自性を有し，高さは十

百千（百万）由旬なりき･いくつかの菩提樹は《あらゆる145》宝石の自性を有し，高さは〔十'46]百
コーティーナユタ

千拘岻那由多由旬なりき。 〔いくつかの菩提樹は宝石の自性を有し，百千拘胆那由多の高さあり

き｡147〕また, これら全ての菩提樹の雫には,それぞれにふさわしき,天界の種々なる鋤の敷かれ
し し ざ

たる師子座'48が設けられたり。ある菩提樹の下には蓮華の座が設けられたり。ある［菩提樹の］下

には香の座が， ある［菩提樹の］下には色々な種類の宝石の座が［設けられたり]｡また，菩薩は
ゆ'fしようごん さんまいにゆうじょう

298 ラリタヴユーハ'49 (遊戯荘厳） と名づける三昧に入定したり。また，菩薩が， このラリタヴユーハ

【と名づけるところ'50】の菩薩三昧に入定するやいなや，その時， まさにその刹那に，それら一切の

菩提樹下の師子座に,藷箱臓喝1に美しく飾られた身体をもって坐せる菩薩が出現したり｡そして，

l41チベット訳には「汝が知りたる」 (janase)に当たる訳語がない。

M2｢説法を」の部分は，チベット訳には「最勝なる法を」という意味の訳文になっている。

ll3チベット訳は「百由旬の」という意味の訳文になっている○

Mイチベット訳は「千由旬の」という意味の訳文になっている。高さが順に高くなる表現技法であれば，チベット訳がオリジ

ナルな文意を伝えていると思われる。

145｢あらゆる」 (sarva)は東大主要写本に欠けているが，チベット訳によれば挿入すべきである。

l46チベット訳には「十」 (daSa)に当たる訳語がなく,文脈上も削除すべきである。

147[ )内の部分は直前の箇所と重複する表現となっており，チベット訳にもこれに相当する訳文は見当たらないので削除

すべきであるが，多くの写本がこれを挿入している。

118｢師子座（獅子座)」とは「仏の座席」の意。 「獅子が百獣の王であるように，仏も一切の者の王者であるから,人間の中

での獅子であるといい，その座所を師子座という」 （｢佛教語大辞典」544頁参照)。

1491alitavyuhaは「荘厳なる遊戯」の意である。方広には「方廣神通遊戯大嚴｣，普曜には「淨焔」と訳されている。

'鋤｢名づける」 (nama)は東大主要写本に欠けており,チベット訳にもこれに当たる訳語がないから． 【 】内の部分は削除

すべきかもしれない。

151｢諸相随好」とは．三十二相と八十種随好とを合わせた「大人の相」を指す。
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[師子座を設けたる]それぞれの菩薩たちは,天子たち巽ども賜2,かくの如く考えたり。 「まさに，
私の［設けたる］師子座に菩薩は［三昧に］入定して坐したるにして，他者の［座に坐する］には

あらず」と。また， このラリタヴユーハなる菩薩三昧の威神力によって，一切の地獄・畜生・ヤマ
きょうがい

の世界'認（餓鬼道)，一切の天神と人間また，あらゆる境界（再生の場所）に生まれたる一切の衆

生が，菩提樹下に坐せる菩薩［の姿］を見たり。
しか しんげ

然りといえども， さらに，低劣なるものを信解'54せる衆生たちの心を満足せしめるために，菩薩
うによう

は手一杯の草を取って，菩提樹へと近づき来たれり。近づきて，菩提樹を七回右続して， まさに自

ら［草の］先端を内側に向け根元を外側に向け，全面にわたって美しき草の座を敷き，獅子の如く，

勇者の如く，力ある［者の］如く，堅固なる［者の］如く，精進ある［者の］如く，威勢ある［者

の］如く，象'55の如く， 自在主の如く， 自存者の如<,智者の如く，無上なる［者の］如く，卓越

せる［者の］如く，超出せる［者の］如く、 名声ある［者の］如く，名誉ある［者の］如く，布施

[者］の如く，持戒［者］の如く，忍辱［者］の如く，精進［者］の如く，禅定［者］の如く，智
まぞく さいふ<

慧［者］の如く，正智'弱ある［者の］如く，福徳ある［者の］如く，魔賊を催伏せる［者の］如く，
しりょう けつかふざ

資糧'57(善根･功徳）ある［者の］如く，結助II跣坐して，その草の座に東方を向いて坐し，身体をまつ
しんねん

すぐに伸ばし，心念'銘を現前に生ぜしめて，かくの如き堅固なる誓いを為したり。

57． この座において，われの身体が枯れようとも，

また，皮・骨肉が朽ち果てようとも．

多劫において得難き菩提を，得ずしては，

この座より， 身体を決して動かさざるくし， と。

300

[以上］ 「菩提道場往詣品」と名づける第19章なり。

l52チベット訳は「菩薩と天子は，それぞれの心中に」という意味の訳文になっている。

“｢ヤマ（閻魔）の世界」 (yama-loka)は． ここでは文脈上「地獄」ではなく 「餓鬼」を指すと考えられる。

'31｢信解」とは「教法を確信して了解すること」である（｢広辞苑」第六版参照)。

155nagaは通常「龍（竜)」の意味であるが， ここではチベット訳[glanpo]を参考に「象」と訳す。

'錨｢中巻」にはjiianaを「智（理解力)」と訳したが， 「正智」に訂正する。

'57｢資柵」 (sambhara)とは「修行の基本となる善根・功徳の集禰」を意味する。

'銘｢中巻」にはsmrtiを，方広を参考に「正念」と訳したが， 「心念」に訂正する。 「心念」とは「心に堅く保持する想念」

の意である。
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第20章（菩提道場荘厳品)159

かくして，実に比丘らよ’菩薩が菩提道場に坐せる時，東の方向に，六欲界'卸の天神たちが立て
しようげ

り。 「誰も菩薩に障擬を為すことのなきように」と。同じく，南・西･北の方向も，天神たちによっ

て警護せられたり。
かんぽつ

かくして，実に比丘らよ’菩薩は，菩提道場に坐せる，その時に， 「菩薩の勧発'6'」と名づける
しゆうへんじつぽう ほつかい

光明を発したり。その光明により 〔勧発せられたる162],周遍十方の無量．無数の，法界163を究極

とする虚奎界'剛の果てに至るまでの,一切の仏国土が照らされたり。その時実に,東方のヴイマラ
(無垢）世界におけるヴイマラプラヴアーサ165 (無垢光明）如来の仏国土から， ラリタヴユーハ（遊

ぼさつまかさつ おびただ いにょう

戯荘厳)!髄と名づける菩薩摩訶薩が， その光明に勧発されて，移しい数の菩薩たちに囲繧され，
じじゆう

侍従せられて，菩提道場へ， また菩薩のところへと近づき来たれり。来たりて， また，その時， 《菩
じんずうへ人げ ぞうさ

薩の供養のために167》かくの如き種類の神通変化を造作したり。 ［すなわち］その神通変化を造作せ
へんざぃ

ることによって，十方における虚空界の辺際に達するまでの，一切の仏国土は，清浄なる青瑠璃に
ごどう

よって造られた一つの講堂として示され，五道'鴎に生まれた一切衆生の前に，菩提道場に坐したる

菩薩が示現せられたり。そこで，それらの衆生は互いに一つの指で菩薩を指し示し合えり。 「かく

の如く優美なる，この衆生は誰か。かくの如く光輝ある，この衆生は誰か」と［言いながら]。また，

それらの衆生の前に,菩薩は'‘9藷為菩薩[衆]を化作したまえり。そこにおいて, それら化身の
菩薩たちは，次の偶を説けり。

わず とんよく しんに く え じつけ

l.その人の，残り僅かな貧欲・順悪・垢稜は，習気'70とともに抜徐せられ，

その人の身体より光明が発せられるや，十方の一切光明は光輝なきものとなれり。

その人の福徳・三昧・正智の集積は，多劫において増大せられたり。
しやかひに

まさにその’最勝の大牟尼たる釈迦牟尼が， あらゆる方向を照らしたり。

302

304

ほうしょうどん ほうえん

それからまた，南方のラトナヴユーハ'7! (宝荘厳）世界のラトナールチス'72 (宝焔）如来の仏国土

'鋤方広には「嚴菩提道場品」と訳されている。

'園)｢六欲界」とは，三界（欲界．色界，無色界）のうち欲界に属する六種の天（六欲天）を指す。すなわち「四大王天」「三

十三天」「夜摩天」「兜率天」「化楽天」「他化自在天」の六天界である。

'61｢菩薩の勧発」 (bodhisattva-samcodani)は，方広には「開發菩薩智｣，普曜には「班宣道場」と訳されている｡。

'62｢勧発せられたる」 (samcoditah)は，東大主要写本には挿入されているが．チベット訳には相当する訳語がなく，文脈上

も不要なので削除すべきである。

'“ここにおける「法界」(dharma-dhatu)は「真理（法）の根源｣｢事物の根源」を意味する大乗仏教の用語と考えられる（『佛

教語大辞典」 1249頁参照)。なお， 「広辞苑」 （第六版）の「法界」の項には「①思考の対象となる万物，②真理のあらわ

れとしての全世界」との説明がある。

'“チベット訳には「界」 (dhatu)に当たる訳語がない。

'65vimalaprabhasaは「無垢なる光明」の意。方広には「離垢光明｣，普曜には「無垢光」と訳されている。

1661alitavyUhaは「遊戯荘厳」の意であるが,チベット訳には「安楽莊殿」 (bdebabkodpa)と訳されている。方広には「遊

戯莊般｣，普曜には「耀駿光」と訳されている。

'67《 》内の原文は東大主要写本には欠けているが，チベット訳にはこれに当たる訳文があるので，挿入すべきである。

'餌｢五道」とは，六道輪廻の六界（地獄，餓鬼，畜生，阿修羅．人，天）から「阿修羅」を除いた五界である。

'的チベット訳は「かの菩薩は」という意味の訳文になっている。

'70｢習気」 (vasana)とは「煩悩そのものは尽きてしまっても．その後に残っている潜在的習慣性」「業の潜在余力」を指す。

171ratnavyuhaは方広には「寅莊駿｣，普暇には「股淨」と訳されている。

'72ratnarcisは「宝の焔」の意。方広には「光明｣．普暇には「賓焔」と訳されている。
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から， ﾗﾄﾅﾁｬｯﾄﾗｸｰﾀｻﾝダﾙｼｬﾅ'詞(宗躍篝種) と名づける菩薩摩訶薩が,その光
ぼさつまかさつ

明に勧発されて，霧しい数の菩薩たちに囲続され侍従せられて，菩提道場へ， また菩薩のところへ

と近づき来たれり。来たりて，菩薩の供養のために，一つの宝石の傘蓋によって，その講堂の全体
おお

を覆えり。そこにおいて，帝釈・梵天．護世［四天］王たちは，互いにかくの如く言えり。 「これ

306は誰の果報にして，何のために， この，かくの如き種類の荘厳なる174宝石の傘蓋は出現したるや」
げんしゅつ

［と]・その時，その宝石の傘蓋より，次の偶が現出したり◎
せんコーティナユタ

2．その人によって，宝石および香の，干拘砥那由多もの［多くの］傘蓋が，

無比なる者たちや浬藥に住する者たちに，慈心を以て捧げられたり'75．
そうごう りやくしや

彼こそまさに,最勝なる相好を有する利益者にして,赤象織'76を具有せり。
ぐとくしや な

［かの］具徳者は菩提［樹］の根元に赴けり。彼のために， この供養は為されたり。

それからまた,西方のﾁｬﾝパｶグｧﾙﾅｰwｱ (誉濃瀧)世界のプシュパーヴァリヴァナラー
ジサンクスミタービジユニヤ178 (花條森花列満開神通）如来の仏国土から， インドラジヤーリー179
いん溜らもう

（因陀羅網） と名づける菩薩摩訶薩が，その光明に勧発されて，鯵しい数の菩薩〔摩訶薩'別〕たちに

囲饒され侍従せられて，菩提道場へ， また菩薩のところへと近づき来たれり。来たりて， また，菩

薩の供養のために， その講堂全体を，一つの宝石の網によって覆えり。その時，十方の天神・竜・
ガンダルヴァ

夜叉・乾闘婆たちは，互いにかくの如く言えり。「この，かくの如き種類の光明の荘厳は誰のものか」
げんしゅつ

［と]・その時， その宝石の網より，次の偶が現出したり。
さんがい

3．宝の蔵宝の旗三界（全世界）の喜び，

無上の宝にして，宝の名声ある，彼（菩薩）は法を喜くり。

308 精進を獲得して,豐筌'8! (仏･法･僧)を断絶せしめざる，
しょうじん

彼は無上の菩提を得たまわん。これは彼への供養なり。

それからまた，北方のスールヤーヴァルター'82 (日転）世界のチャンドラスールヤジフマカラナ

'73ratnachattrakUtasamdarSanaは「宝石の傘蓋の楼閣を示現する」の意。方広には「現寶蓋｣,普曜には「現賓積蓋」と訳

されている。

174｢中巻」には，不注意によって「荘厳なる」 (vyUha) という訳語が欠落しているので， これを補足する。

l75チベット訳は「慈心を以て，無比なるものに住する晋や浬薬せる者に与えられたり」という意味の訳文になっている。

176｢那羅延」 (naray"a)は「天上界の力士」 （大力を有する神）の意であり， ヒンドゥー教の最高神格であるヴイシュヌの
異称とされる。

177campakavarnaは「チャンパカ樹の色」の意。チャンパカ樹は「黄色の芳香ある花を咲かせる高大な樹の一種｣であり， 「黄

花樹」「金色華樹」などと漢訳される（｢佛教語大辞典」946頁参照)。この場面の方広には「謄波｣，普曜には「思夷像」

と訳されている。

'7spuSpavalivanarajisalnkusumitabhijiiaは「花の枝條や林木の列が満開に咲く神力」の意。方広には「開敷花王智慧神通｣．
普噸には「華厳神通」と訳されている。

'79indrajaliは「インドラ（因陀羅）の網」の意。方広には「賓網｣，普曜には「無著光明」と訳されている。

'鋤｢摩訶薩」 (mahasattvaih)は，東大主要写本には挿入されているが，チベット訳には相当訳語がなく，文脈上も不要なの
で削除すべきである。

181｢三宝」とは「仏教を構成する三つの大切な要素」であり， 「悟りを開いた人（仏)」と「仏の教え（法)」と「その教えを

受けて修行する集団（僧)」から成る。

182sUryavartaは「太陽が転ずる」の意。方広にも普曜にも「日韓」と訳されている。
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プラバ1脚(覆蔽日月光)如来の仏国土から，ヴユーハラージャ'別(荘厳王）と名づける菩薩摩訶薩が，

その光明に勧発されて，霧しい数の菩薩たちに囲驍され侍従せられて，菩提道場へ， また菩薩のと

ころへと近づき来たれり。来たりて，菩薩の供養のために，十方の，一切世界における仏国土の，

あらゆる功徳荘厳の，それら全てを，その講堂に示現したり。その時，ある菩薩たちはかくの如く

言えり。 「この，かくの如き種類の荘厳は誰のものか」 ［と]・その時，それら一切の荘厳より，次
げんしゅつ

の偶が現出したり。

4その人により，数限りなく，福徳や正智によって身業'鰯力鶚樛せられ，
ごんかい

その人により，禁戒・苦行， また真実の法によって語業が浄修せられ，

その人により,議聴186と決意, また悲心と慈心によって意業が浄修せられたり。
まさに，その’樹王下に赴ける釈迦族の牡牛たる者が供養せられたり。

それからまた，東南の方角のグナーカラー187 (功徳蔵）世界のグナラージヤプラバーサ'縄(功徳王

光明)如来の仏国土から，グナマテイ'89(功徳慧）と名づける菩薩摩訶薩が,その光明に勧発されて，

馨しい数の菩薩たちに囲繧され侍従せられて，菩提道場へ， また菩薩のところへと近づき来たれり。
ろうか< け さ

来たりて，菩薩の供養のために，一切の功徳荘厳を有する楼閣を，その講堂に化作したり。 【彼（グ

ナマテイ菩薩摩訶薩）の，かの従者たちは，かくの如く言えり。 「この，かくの如き種類の楼閣の

荘厳は誰のものか」 ［と]｡'卯】また，その楼閣から，次の偶が現出したり。
マホーラガ

5． その人の功徳によって，天神・阿修羅・夜叉・摩喉羅迦たちは，
こうき

常に，功徳の香気（少量の分配)'9!にあずかれり。

功徳を有する彼（菩薩）は，功徳具有の王家に生まれたり。
くどくかい もと

［その］功徳海［たる彼］が，菩提樹の下に坐したまえり。

310

それからまた，南西の方角のラトナサンバヴアー192 (宝生）世界のラトナヤシユテイ'93 (宝柱）如

来の仏国土から， ラトナサンバヴァ'94 (宝生） と名づける菩薩摩訶薩が，その光明に勧発されて，

霧しい数の菩薩〔摩訶薩'鯛〕たちに囲驍され侍従せられて，菩提道場へ， また菩薩のところへと近

'83candrasUryajihmakaranaprabhaは「月と太陽を暗冥となす光明」の意。方広には「掩蔽日月光｣．普曜には「蔽日月光」
と訳されている。

'84vyUharajaは「最高の荘厳（見事に整列した軍隊)」の意。方広には「荘厳王｣，普曜には「淨王」と訳きれている。

1龍｢中巻」には「身業」を「身体｣， 「語業」を「語｣． 「意業」を「心（意)」と訳したが，文脈上「身・語．意の三業」に言

及している部分であるから， 「身業」「語業」「意業」に訂正する。

1髄｢漸恥」とは「恥じること」「恥を知ること」である。

187gunakaraは「功徳の蔵（豊富な功徳)」の意。方広にも普曜にも「徳王」と訳されている。

188gu,parajaprabhasaは「功徳の王たる光明」の意。方広には「功徳光明王｣，普曜には「徳明王」と訳されている。

189glmamauは「功徳の意思」の意。方広には「功徳慧｣，普暇には「徳音光明」と訳されている。
'”レフマン本には【 】内の訳文に当たる原文が挿入されているが，確認できる写本の全てにその原文は欠落しており，チ

ベット訳にもそれに当たる訳文が見当たらないので，削除すべきである。

'91｢香気」 (gandhika)とは「～の香りに触れる」「～の少最を有する」の意であり．チベット訳は「[功徳を］分配されたり」

という意味の訳文になっている。

'92ratnasambhavaは「宝石を生ずる」の意。方広には「出賓｣，普曜には「樂成」と訳されている。

'93ramaya5!iは「宝石の柱」の意。方広には「賓瞳｣，普曜には「賓林」と訳されている。
'9'ratnasambhavaは「宝石を生ずる」の意。方広には「出衆賓｣，普曜には「寶光明」と訳されている。

'鮨東大主要写本には「摩訶薩」 (mahasattvaiP)が挿入されているが．チベット訳には相当訳語がなく，文脈上も不要なの
で削除すべきである。
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てんちゅう けさ

づき来たれり。来たりて，菩薩の供養のために，無量・無数の宝石の天柱を，その講堂に化作した

り。また，それらの宝石の天柱から，次の偶が現出したり。

312 6196.その人によって，大海を含む［全］大地と， また無数の宝石と，
りょうぼう しやが ひ

美しい窓と涼房を有する高楼と， また車駕（乗物）や［車駕を］牽<動物と，

装飾された天柱と，美妙なる花環と，諸の園林や井戸197と，諸の会堂と，
しやせ

手・足・頭・眼などが捨施せられたり。その彼が菩提道場に坐したまえり。

それからまた，北西の方角のメーガヴァティー“（有雲）世界のメーガラージャ199(雲王）如来の

仏国土から， メーガクータービガルジタスヴァラ2側（雲峰発雷鳴） と名づける菩薩摩訶薩が， その

光明に勧発されて，鯵しい数の菩薩たちに囲僥され侍従せられて，菩提道場へ， 《また釦'》菩薩のと

ころへと近づき来たれり。来たりて,菩薩の供養のために, カーラーﾇｻｰﾘｱガﾙ"， (職捌
こう こうまつ

香）の雲を化作し，ウラガサーラチヤンダナ別13(龍勝栴檀)の香末の雨を，その講堂に降らしめたりo
えんりん

また，そのカーラーヌサーリン鋤4 （随時香）の雲の円輪から，次の偶が現出したり。
みょうち げだつ

7． ［彼は］明知と解脱の光明を有する法の雲により，三界の一切を遍満し’
しようぼう りよく かんろ ねはん

正法と離欲・甘露・浬藥を獲得せしめる雨を降らしめ，
けばく かずら じっけ

一切の，愛欲・煩悩の繋縛の蔓を，習気もろともに断ち切り，
もろもろぜんじよう

諸の禅定．神通． ［五］力． ［五］根によって鋤5開花せしめ，浄信を生ぜしむくし。

それからまた，北東の方角のヘーマジヤーラプラテイチヤンナー206 （金網覆蓋）世界のラトナ

314チヤツトラービウドガターヴァバーサ鋤7 （宝蓋起光）如来の仏国土から，ヘーマジヤーラーランク

リタ瓢)8 （金網厳飾） と名づける菩薩摩訶薩が，その光明に勧発されて，鯵しい数の菩薩たちに囲驍

され侍従せられて，菩提道場へ， また，菩薩のところへと近づき来たれり。来たりて，菩薩の供養
けいぞう

のために，それら一切の楼閣と宝石の天柱とに，三十二相によって美しく飾られた菩薩の形像を化

'兜この第6偶は前章（第19章）の第6偶に酷似し， ほぼl司一の内容である。

'"チベット訳には「井戸」 (kUpa)に当たる訳語がない。

'98meghavatIは「雲を有する」または「雲の如き」の意。方広には「雲｣，普曜には「雨氏」と訳されている。

'"megharajaは「雲の王」の意。方広には「雲王｣，普曜には「雲香王」と訳されている。

2nmeghakUtabhigaljitasvaraは「雲の峰より轟く音声」の意。方広には「雲雷震聾｣，普畷には「積雷雨」と訳されている。
鋤'東大主要写本には「また」 (ca)が欠落しているが，文脈上これを挿入すべきである。

2(M"kalanusary-agaruはkalanusarin(時に随順する） とagaruの複合語と考えられ， 「時に随順する沈水香」の意と見ること

が可能である。 しかし, kalanusarinについて． 「梵和大辞典」には「安息香」との訳語が挙げられ, BHSDにもsome

kindofsandalwoodと説明されている。agaru(=aguru)は通常「沈水香」と訳される香料名である。なお， この場面の方

広には「沈水香雲及栴檀香雲」との訳文が見られる。

203uragasara-candana(龍勝栴檀）については，第20巻第3号所載の拙訳（註2")を参照されたい。

2，Iこのkalanusarin(随時香；安息香）は上註202のkalanusary-agaru(随時沈水香）を指すものと考えられる。

額｢中巻」には「諸の禅定･神通力・機根によって」と訳したが.文脈を勘案して「諸の禅定･神通・[五］力・ [五］根によっ

て」に訂正する。この場合， 「神通（超自然的な能力)」は「五神通（天眼通・天耳通・他心通･宿命通・神足通)」を， 「力

（さとりへ至らしめる力)」は「五力（信力・精進力・念力・定力・慧力)」を， 「根（解脱に至るための能力)」は「五根（信

根・糒進根・念根・定根・慧根)」を指すものと考えられる。なお， 「五根五力」とは「さとりへの道におもむかせる五つ

のすぐれたはたらきをもたらすものと，そのはたらき」である（｢佛教語大辞典」360頁参照)。

206hemajalapraticchannaは「黄金の網に覆われた」の意。方広には「金網｣，普暇には「樂帛交露」と訳されている。

207ramachattrabhyudgatavabhasaは「宝石の傘蓋から光輝を発する」の意。方広には「寶蓋光明｣．普曜には「賓蓋起光」

と訳されている。

2"hemajalalamkrtaは「黄金の網に飾られた」の意。方広には「金網莊駿｣，普曜には「股帛帳光明」と訳されている。
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いま

作したり。また， それら全ての菩薩の形像は天界・人界の花環を持ち，菩薩（釈迦牟尼）の在せる
かが た か

その方向に身を屈めて， それらの花環を垂れ掛けたり。また， ［ヘーマジヤーラーランクリタ菩薩

摩訶薩は］次の偶を唱えたり。
ナユタ

8．彼によって，往昔，那由多もの［多くの］仏陀が称讃せられ，

［彼は諸仏に対し］大いなる敬意をもって浄信を起こし209,
ぼんおんじよう

梵音声を発して，美妙なる言葉を語りたり◎
らいし ちようらい

［その彼が］菩提道場に来至せるが故に，頂礼せん。

それからまた，下方のサマンタヴイローキター2'0 (普観）世界のサマンタダルシン2'｣ (普見）如来

の仏国土から， ラトナガルバ212 (宝胎） と名づける菩薩摩訶薩が，その光明に勧発されて，鯵しい

数の菩薩たちに囲驍され侍従せられて，菩提道場へ， また，菩薩のところへと近づき来たれり。来
えんぷだどん

たりて，菩薩の供養のために， その瑠璃【製213】の講堂に， ジヤンブー河産黄金（閻浮檀金）の諸
かしん

蓮華を出現せしめたり。また， それらの蓮華の花芯に，妙色相を具足しあらゆる装身具に飾られた
うでわ ひじわ

半身の女人たちを顕現せしめたり。 ［それらの女人たちは］左右の手に，首飾り ・腕環・肱環・金
あやぎぬ

の紐・真珠の理路などの，種々の装身具を持ち， また，花と綾絹の飾り紐を垂れ掛けて，菩提道場

に, また菩薩の差せる方向に身を屈めて, 【彼女たちは2M】次の偶を唱えたり。
もろもろそんし

9．彼（菩薩）は，常に，諸の尊師に，
しようもん どっかくぶつ けいしゅ

［また］仏陀・声聞・独覚仏に稽首せり。

戒を具足し，常に，正念を第一として，慢心なかりき。
かた

功徳を有する，その方に， ［私たちは］稽首せん。

316

それからまた,上方のヴｧﾗガﾅｰ2'‘礎繊)世界のガﾈｰﾝドﾗ2'6 (聚衆王)如来の仏国土か
こくうぞう

ら， ガガナガンジャ2'7 (虚空蔵） と名づける菩薩摩訶薩が，その光明に勧発されて，霧しい数の菩

薩たちに囲続され侍従せられて，菩提道場へ， また，菩薩のところへと近づき来たれり。来たりて，
ていじゅう

菩薩の供養のために，そのまま ［上方の］空中に停住せる時，十方の一切の仏国土に存在する限り
<んこう

の，かつて見られたことも聞かれたこともなき， ［あらゆる］花・薫香・香料・花環・塗油．香末．
さんがい き し どうばん

318衣．着物218.装身具．傘蓋．旗幟．瞳幡．軍旗219 (勝利を予知する瞳） ．宝石．宝珠．金．銀．真珠．

理路220．馬．象．戦車．歩兵．馬車． 【開花した221】樹木．枝葉．花弁．果実．童男．童女．天．竜．

麺チベット訳は「敬意をもって大浄信を起こし」という意味の訳文になっている。

2'0samantavilokitaは「周り一面を照らす」「周りを眺める」の意。方広には「普観｣，普曜には「普明」と訳されている。

2''samantadarSinは「普く見る」の意。方広には「普見｣，普暇には「普現」と訳されている。

2'2ratnagarbhaは「宝石の胎蔵」の意。方広には「賓藏｣．普曜には「賓藏光明」と訳されている。

213｢製」 (maya)は多くの写本に挿入されているが，チベット訳にはこれに当たる訳語はないので，削除すべきか？

2l4既刊校訂本はいずれも「彼女たちは」 (taS)を挿入しているが，チベット訳にはこれに当たる訳語はない。

215varagaPaは「最勝なる聚集」の意。方広には「殊勝功徳｣，普畷には「虚空」と訳されている。方広はganaをgunaと

読み，普曜はgaganaと読んだものと思われる。

2'6ganendraは「聚集の帝王」の意。方広には「徳王｣，普曜には「無限眼王」と訳されている。

2'7gagapagaiijaは「虚空の宝庫」の意・方広には「虚空蔵｣，普暇には「虚空蔵光明」と訳されている。
218チベット訳には「若物」 (vastra)に当たる訳語はない。

2,9｢軍旗」 (vaijayanti)は，チベット訳には「勝利の旗」 (rnamparrgyalbaPikhanpa) と訳されている。

220｢真珠．瑠略」 (muktahara)は，チベット訳には単に「真珠」 (mutig) と訳されている。

錘lチベット訳には「開花した」 (puSpa)に当たる訳語はなく，文脈上も不要であるから。削除すべきか？
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ガンダルヴァ アシュラ ガルダ キンナラ マホーラガ

夜叉．乾閏婆．阿修羅．迦楼羅．緊那羅．摩猴羅迦．帝釈．梵天．護世王．人類．鬼類222などの，

全てが空中より花の223大雨を降らしめたり。 ［その雨は］全ての衆生224に歓喜と安楽を生ぜしめる

ものにして， いかなる衆生にも恐怖や危害を与えざりき｡225

そこで，かくの如く言われる。

10．略説すれば，かくの如し226．利益者（菩薩）を供養するために，

諸方より227,菩提［樹］に来至せるところの仏子たち2錫（諸菩薩)，

彼ら諸仏子の，歩行・勇進．美しき歩調の荘厳は，
ひゆ

瞥嚥によってのみ， これを聞くべし｡229

ll.ある者たちは，天空より，雷雲の如き音を響かせて，
ナユタ

千230那由多もの理路を垂れ掛けながら，来至せり。
ほうかん つ ぺんばつ

ある者たちは，宝冠を著け辮髪を垂れて，

空中に花の宮殿を示現しつつ，来至せり。
ほ

12.ある者たちは，地上より，獅子の如くにWLえながら，

垂.繩.縦の善幾翼'発しつつ,来至せり。
いなな

ある者たちは，牡牛の如く噺きながら，

かつて見られたことなき，美しき花を散らしつつ，来至せり。
な

13.ある者たちは，空中より，孔雀の如く啼きながら，

自らの身体の千の色相を示現しつつ，来至せり。
えい室ん

ある者たちは，空中より， 月の如く盈満しつつ，
ぜんせい かずら

善逝232の子（釈迦菩薩）の功徳の蔓を称揚しながら，来至せり。

14.ある者たちは，大陽の如く光明を発しながら，
あ人みよう

一切のマーラ（悪魔）の宮殿を暗冥となしつつ，来至せり。
ふくとくしりょう しゃくじゆう

福徳資糧233を積集せる，ある者たちは， インドラの杖234 （虹）の如き
みようじよう

明浄なる旗を持って，その菩提道場に来至せり。

320

222｢鬼類」 (amanuSya)とは「人ならざるもの」の意である。

223チベツ卜訳には「花の」 (puSpa)に当たる訳語はない。
型$チベット訳には「衆生」 (sattva)に当たる訳語はない。

蕊チベット訳には， この箇所に「以下，略説する」との文が挿入されている。

麺チベット訳には「略説すれば．かくの如し」に当たる訳文は見当たらない。上註225に示した挿入部分に該当するが，チ
ベット訳ではこれが偶の外に置かれていることになる。

227｢諸方より」は，チベット訳では「それら十方より」という意味の訳文になっている。

228｢仏子」 (jina-aurasa)とは「勝者（仏陀）の嫡出子」の意であり， 「仏子」と訳される。「仏子」には「仏弟子」「仏教信者」

などの意味もあるが， ここでは文脈上「成仏を目指す菩薩たち」「仏陀の愛弟子たる諸菩薩」を指すものと考えられる。

“本偶（第10IB)の下二行に当たるチベット訳は「彼ら，衆生を利益する者たちの荘厳，諸の歩行．勇進．美しき歩調など
の，蒋嚥のみを聞け」という意味の訳文になっている。

23Oチベット訳には「千」 (sahasra)に当たる訳語はない。

幻lチベット訳は「空．無相・無願こそ最上なりと」という意味の訳文になっている。「空．無相．無願」は「三解脱門・三

空観門．三空門ともいい，解脱への方法となる三種の禅定の内容を示すもの」である（｢佛教語大辞典」283頁参照)。

“｢善逝」 (sugata) とは「よくゆきし人」「立派に完成した者」「智慧の力で煩悩を断じ，その最後の結果に到達した人」と

いう意味で， 「仏の十号の一つ」として用いられる。 「佛教語大辞典」850頁参照。

233｢福徳資樋」とは「仏道実践の基となる福徳行」の意である。方広には「福慧資根」と訳されている。

鋤｢インドラの杖」 (indra-yaSti)は， 「インドラの弓」 (indra-capa)と同じく, 「虹」の意味で用いられる。方広には「虹蜆」
と訳されている（上註5参照)。
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ち

15.ある者たちは，空中より，珠宝の網を散らし，
みょうがつ こうこう

また，昇ったばかりの妙月の［如き］僅僅たる輝きを放ちつつ，

マーンダーラヴア．スマナス．ヴアールシカ．チヤンパ（力)235の
じゆおうげ さん

花環を，樹王下に坐せる菩薩（釈迦牟尼）に散じたり。

16． ある者たちは，両足で大地を震動させながら来至せり。
うじょう

大地は震動すれども，有情（生き物）には歓喜を生じたり。

ある者たちは, メール山""iこ鰡して来至し，
はなかご

［そのまま］空中に立って，花筐電7を散じたり。

17.ある者たちは，四大海238を頭上に載せて来至し，
そそ

大地に芳香ある水を漉ぎ， ［大地を］清めたり。

ある者たちは，色々な宝石の杖を持って来至し，

遠方に立って，菩薩に見せたり｡239
けげん

18.ある者たちは，梵天の［如き］安穏なる容貌を化現して来至し，
たも

静穏にして寂静なる心意を保ち，禅定に安住せり。
しよもうこう じ ひ き しや

彼らの諸毛孔からは， 「慈・悲・棄・捨は無量なり240」との，

甘美なる音声を発したり。

19.ある者たちは，帝釈天さながら， まさにその如くに，
ナユ夕

千那由多もの［多くの］天神たちに侍従せられて来至し，

彼らは菩提樹に近づき，合掌して敬礼し241,

帝釈天が着用する種々の珠宝を散じたり。
ごせおう

20． ある者たちは， まさに四方の護世王（四天王）の如く，
ガンダルヴアラークシヤサキンナラ いにょう

乾閾婆‘羅刹・緊那羅たちに囲続せられて来至し，
いなずま かくやく

稲妻の［如き］赫突たる花の雨を降らせつつ，

乾鬮婆や緊那羅の音声を以て勇者242 （釈迦牟尼）を讃歎せり。

21.ある者たちは，花の咲ける樹木を, [また］果実をつけ，

花をつけて最勝なる芳香を発する［樹木］を持って来至せり。

それらの243葉の上には，半身の仏子たち（諸菩薩）が坐しており，
かが

身を屈めて,菩提の座(菩提道場)織る花を散じたり。
22． ある者たちは，パドマ（蓮華） ・ウトパラ（青蓮） ．また，

322

235これらの花名の原語は，前から順にmandarava.sumanas.varSikacampa(ka)である。campaは通常はcampakaであるが，
ここでは韻律によって最後のkaが省略されている。

麺｢メール山」 (meru)は，方広には「須彌大山王」と訳されている。

237PUSPa.PUtaは通常「花の薯」の意であるが， ここではチベット訳(metogskonbu)を参考に「花筐」と訳す。 「花筐」
とは「花を入れた箱」の意である。方広には「花墜」と訳されている。

238｢四大海」とは「須彌山の四方にある四つの大海」を指す。方広には「四大香水海」と訳されている。 、

239本偶（第17偶）の下二行に当たるチベット訳は「ある者たちは，色々な宝石の杖を持ち，遠方に立って，菩薩に見せなが
ら，来至せり」という意味の訳文になっている。

240｢慈．悲．棄．捨」は「四つのはかりしれない利他の心」であり， 「四無量心」とも「四梵住」とも呼ばれる。

24lチベット訳には「敬礼し」 (prahva)に当たる訳語は見当たらない。

242｢勇者」 (vira)は，チベット訳には「堅固なる者」 (brtanpa[=dhira])と訳されている。
243チベット訳には「それらの」 (te)に当たる訳語はない。

99



国際文化学部論集第21巻第1号(2020年6月）

はじ

プンダリーカ （白蓮）などの花が咲ける池を把持して，来至せり。

［それらの］蓮華の中心には，三十二相を具足せる者たちが坐して，

執著なき心を有する，賢明なる菩薩（釈迦牟尼）を讃歎せり。

23． ある者たちは， 同じく， メール山の如き広大な身体を化現して来至し，
ていりつ ほうき

空中に停立して， 自らの身体を弛棄せり。
けまん な

拠棄するや否や， ［それらの身体は］新鮮なる244花霊と成って，

三千［世界］の勝者（仏陀）の国土を覆い尽くしたり。
こうか

24． ある者たちは，両眼に，劫火［の如きもの]245と， また，

［劫の］発生と消滅とを示現しつつ，来至せり。

彼らの身体からは，多くの法門［の教え］が鳴り響き，
ナユタ かつあい

それらを聞くや，那由多もの［多くの］衆生が渇愛を断じたり。
キンナラ

25．ある者たちは，緊那羅246の如き声で歌いながら来至し，
げ入よう めんぼう

唇はビンバ果247の如くにして顔容うるわし〈，面貌よく円満せり。

色々な理路で美しく飾りたてたる娘たちの如くにして248,
てんじんしゆう えんそく

それを見るや，天神衆といえども厭足することなかりき。
こんごう

26．ある者たちは，金剛の如く破砕されざる［堅固な］身体を有し，
みずじゅ

足を以て地下の水聚249を掘り出しつつ，来至せり。

ある者たちは，太陽の如き［また］満月の如き顔面ありて，

光輝を放ち，光明を発して， ［衆生の］煩悩．罪過を滅除せり。

27． ある者たちは，宝石で身を飾り，手に宝石を持って来至し，
いくせんコーテイ

幾千拘岻もの［多くの］国土を覆い尽くしたり。

多くの衆生に《利益と2釦》安楽〔の狸得251〕 と満足とを与えるために，
みようこう

最勝なる宝石・花・妙香の雨を降らしめたり。
だらに ほうそう

28．ある者たちは，偉大なる陀羅尼の宝蔵を生じ，
もろもろ ナユ夕

諸々の毛孔より那由多もの［多くの］経典を演説しつつ来至せり。
べんさい そな

［彼らは］弁才を具足し，英知を具え，すぐれた覚知を有し，
めいてい わくらん かくせい

酩酊し惑乱せる民衆を覚醒せしめたI)。

29． ある者たちは， メール山の如き ［巨大な］太鼓を持ち，打ち鳴らして，

空中より美妙なる音を発しつつ，来至せり。
コーティ

その音は，十方の拘砥もの［多くの］国土に響きわたり，

324

326

24イチベット訳には「新鮮なる」 (nava)に当たる訳語はない。

215｢劫火」 (kalpa.daha)は，チベット訳では「劫火の如きもの」という意味の訳文になっている。 「劫火」とは「一つの劫

の終わり．つまり宇宙の破壊の時期（壊劫）の終末に起こる火災」をいう。方広には「劫焼」と訳されている。

246｢緊那羅」は「美妙な音声をもち， よく歌舞をなす天の楽神」 （｢佛教語大辞典」250頁参照）である。

247bimba樹の果実は熟すると赤色になるので，美人の蠕に替えられる。

湖8チベット訳は「色々な理路を美しく飾って盛装せる娘の如く」という意味の訳文になっている。

釧9｢地下の水聚」とは「地下の水脈」の意である。

250｢利益」 (hitam)は東大主要写本には欠けているが． チベット訳によれば挿入すべきである。

聾'東大主要写本には「穫得」 (apana)が挿入されているが， これは文脈上も韻律上も不要であるから，削除すべきである。
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和訳「ラリタヴイスタラ（改訂版)」 （第19~20章）

｢師(釈迦菩薩)は替曇を会樽して鯛2,鞘正覚せん｣と知らせたり。

[以上］ 「菩提道場荘厳品」と名づける第20章なり。

狸チベット訳は「甘露を［まだ］得ざりし師は」という意味の訳文になっている。 「甘露」 (amrta)は， ヒンドゥー教神話

において， 「それを飲めば不死を得るとされる盤薬」であるが，仏教では「不死の境地たる悟りの至福」を意味する言葉

として用いられる。
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